
明
治
初
期
の
藩
札
整
理
と
新
貨
体
制
確
立
期
に
つ
い
て
の
一
考
察

自

次
は

じ

め

に

一

追
交
換
の
状
況

押
印
札
の
剖
収
状
況

各
指
層
の
動
向

県
庁
首
脳
部
の
対
応

の
対
応

四
(二) (一)

有
力
商
人
関
の
状
況

五
(問)
新
旧貨庶
旧佐体
藩資制
主本確
罷支立
財藩の
政領時
史域期
料にに
上つつ
のいい
t会てて
討

民

(一)
1 

長

豊子

選

129 



(3) (2) (1) 

!日
御
山
方
役
家
史
料
上
の
検
討

旧
佐
賀
藩
主
鍋
島
家
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旧
蓮
池
落
、
五
鍋
島
家

旧
ム
臼
石
口
己
主
錦
島
家

2 3 

商
家
史
料
上
の
検
討

川

弥

富

家

ω
武

富

家

造
営
関
係
史
料
上
の
検
討

4 5 

娯
楽
興
業
木
戸
銭
史
料
上
の
検
討

悶
唐
津
藩
領
域
に
つ
い
て

(二)

の
検
討

-~­
/¥ 

む
す
び
に
か
え
て

は

じ

め

に

明
治
初
年
の
藩
札
整
理
に
つ
い

価
格
の
決
定
、
交
換
業
務
請
負
者
の
選
定
、
交
換
業
務
の
遂
行
な
ど
多
様
な
内
容
を
伴
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
旧
藩
領
域
に
お
い
て
異
な

っ
た
様
相
を
思
し
て
い
た
。
一
総
務
期
の
所
領
体
制
問
が
県
設
置
以
後
に
大
き
な
影
響
を
与
へ
て
い
た
。
旧
佐
袈
藩
領
域
で
は
、
新
貨
と
藩

札
の
交
換
と
い
う
様
式
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
藩
札
価
舗
が
或
る
程
度
保
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
た
。
一
方
、
出
厳
原
藩
や
旧

の
考
察
を
し
て
き
た
。
政
府
間
の
出
す
通
貨
政
策
の
中
で
、
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
は
、
交
換



窓
口
を
多
く
受
け
る
と
い

方
式
と
な
り
、
こ
の
地
域
の
住
民
は
藷
札
発
行
に
伴
う
被

に
な
っ
て
い
た
。
旧
大
藩
と
旧
小
器
と
の
領
域
で
は
、
前
者
が
後
者
に
比
し
て
藩
札
の
信
用
度
が
高
か

の
領
域
で
は
、
藩
札
価
備
の
下
蕗
に
よ
っ
て
、
滞
札
の

っ
た
こ
と
が
、
新
貨
と
の
交
換
に
お
い
て
も
、
任
民
負
担
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
た
。

新
貨
と
の
交
換
は
、
旧
藩
領
域
に
よ
っ
て
差
が
出
な
が
ら
も
、

J¥ 
七

lま

応
終
了
し
た
。
し
か
し
、
商
用
な
ど
で
交
換
期

に
対
応
で
き
な
か
っ

へ
の
処
置
や
、

鹿
以
上
五
銭
未
満
札
の
新
貨
と
の
交
換
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
本
稿
で

明治初期の洛中L~窓辺と新党体制機:llJtfJについての 4考察

は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

と
こ
ろ
で
、
新
貨
体
艇
が
藩
札
の
回
収
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
社
会
に
も
構
築
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
こ
の
体
制
の
確
立
が
い
つ
か
を
検
討

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
は
、
地
域
社
会
で
の
新
貨
体
制
形
成
に
大
き
な
役
簡
を
巣
た
す
が
、
髄
傾
尺
度
と

し
て
新
貨
が
基
軸
的
に
な
る
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
政
府
の
通
貨
基
離
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ

け
旧
藩
賠
に
お
い
て
は
藩
札
が
基
本
で
あ
っ
た
肥
前
諸
議
領
域
で
は
、
藩
札
が
藩
割
拠
体
制
制
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
だ
け
に
、
議
札
が

回
収
さ
れ
、
新
貨
幣
制
度
が
導
入
さ
れ
て
、
新
ら
し
い
儲
鏑
尺
度
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
割
拠
制
が
崩
れ
、
全
罷
的
統
一
体
制
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
変
化
の
与
え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
み
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
貨
幣
が
価
値
尺
度
と
し
て
確
立
す

る
時
賠
を
考
察
す
る
こ
と
は
肝
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注
(
1
)

拙
稿
「
明
治
初
期
に
お
け
る
落
札
整
理
政
策
の
燦
関
過
程
」
(
「
佼
削
減
大
学
絞
済
論
築
三
一
十
三
巻
二
一
勺
、
九
九

O
年
)
、
問
「
明
治
初
年
に
お

け
る
務
札
の
一
考
察
l
i
1肥
前
地
域
の
落
札
状
況
i
!
?」
(
前
掲
論
袋
二
十
三
義
二
号
、
一
九
九

O
年
)
、
問
「
明
治
初
期
に
お
け
る
佐
賀
落
札
慾

理
の
一
考
察
i
j
i交
換
比
側
決
定
の
様
相
i
1
1」
(
前
掲
論
集
二
十
一
一
一
巻
一
二
号
、
一
九
九

O
年
)
、
同
「
明
治
初
期
の
惚
前
地
域
に
お
け
る
漆
札
獲

現
状
況
i
l
i旧
佐
賀
務
札
安
中
心
と
し
て
i
i
l」
(
前
掲
論
集
二
十
三
巻
思
考
、
一
九
九

O
年
)
、
同
「
明
治
初
郊
の
佐
賀
燥
に
お
け
る
落
札
終
滋

状
況
i
i
i小
城
落
札
・
般
原
落
札
・
時
間
浄
洛
札
に
つ
い
て
|
l
i」
(
「
久
館
米
大
学
法
学
」
九
・
一

O
合
併
号
、
一
九
九
一
年
)

131 



追
交
換
の
状
況

132 

藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
は
一
八
七
三

対
誌
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
佐
賀
県
は
六
月
一
日
か
ら
向
一
一

1
2い
ふか
s

一
月
一
日
よ
り
四
月
十
七
日
ま
で
一
行
わ
れ
た
が
、
旅
行
な
ど
で
交
換
で
き
な
か
っ
た
者
へ
の

戸
、

γ」
e
t
 

と
し
て
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
藩

一
一
九
七
円
八
九
銭
が
交
換
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
五
銭
未
満
が
ニ

六
九
円
余
は
焼
捨
て
処
分
に
す
べ
き
か
と
「
旧
落
札
追
引
替
ニ
付
御
届
」
と
し
て
、

か
ら
大
蔵
省
事
務
総
裁
大
関
讃
倍
宛
に
書
類
を
提
出
し
て
い
る
。

八
月
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
湾
発
行
す
べ
き
か
、

ま
た
残
の
一
一

一
八
七
三
年
九
月
四
日
に
佐
実
燥
機
令
岩
村
通
俊

佐
賀
県
内
の
主
要
地
で
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
交
換
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
藩
札
所
持
者
す
べ
て
が
向

期
間
内
に
交
換
で
き
な
い
で
い
た
た
め
、
追
交
換
が
必
要
に
な
っ
た
。

新
貨
体
制
制
へ
の
転
換
に
伴
う
混
乱
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
上
で
は
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
間

を
九
月
四
日
の
佐
賀
県
か
ら
大
議
省
へ
の
描
け
に
は
、
次
の
よ
う
に
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

出
落
札
追
引
替
ニ
付
御
路

旧
藩
之
製
造
紙
幣
交
換
期
限
中
万
一
主
人
商
用
等
ニ
テ
他
国
出
張
之
分
員
数
有
無
共
不
分
明
之
義
有
之
、
差
付
引
替
難
申
出
内
戸
長

ヨ
リ
申
立
之
儀
等
有
之
節
ハ
一
一
一
十
日
間
と
放
又
ハ
五
十
自
開
ト
敏
之
需
ト
敏
之
期
摂
ヲ
確
ト
相
建
猶
予
成
シ

ニ
常
備
金
ヨ
リ
繰
替
、
追
テ
請
取
可
申
立
候
様
当
春
紙
幣
寮
派
出
宮
員
検
査
権
助
中
村
義
心
ヨ
リ
示
談
ニ
付
、
前
額
他
行
中
等
ニ
テ

期
限
中
交
換
後
レ
之
向
一
戸
長
ヨ
リ
願
出
之
分
去
ル
六
月
一
日
ヨ
リ
間
三
十
日
マ
テ
第
二
常
備
金
ヲ
以
テ
繰
替
交
換
藩
札
高
金
千
一
一
一
百

九
十
七
円
八
十
九
銭
一
一
一
腹
之
内
正
銭
未
満
之
小
札
浮
札
之
分
弐
百
弐
拾
八
円
八
十
六
銭
六
腫
丈
ハ
押
印
相
済
居
候
条
、
再
発
行
可
為

致
哉
五
銭
以
上
之
札
芥
五
銭
以
下
段
摸
等
ニ
テ
押
印
不
相
成
分
千
百
六
拾
九
円

O
弐
銭
七
厘
ハ
焼
捨
一
一
付
シ
可
然
哉
相
伺
候
条
御
琵

図
被
下
度
、
依
テ
交
換
元
金
弁
諸
入
費
共
別
紙
鰐
勘
定
様
ノ
通
リ
ニ
仕
御
下
渡
被
下
度
、
将
亦
最
前
相
渡
被
讃
候
僻
章
九
頼
今
度
上

交
換
金
之
儀
ハ
第



納
仕
義
一
一
候
、
此
段
芳
御
居
仕
候
也

明
治
六
年
九
月
剖
呂

佐
賀
県
榛
令
岩
村
通
俊

大
瀧
省
事
務
総
裁

追
交
換
は
六
月

自
か
ら
向
三
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、
交
換
額
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
す
で
に
交
換
が
殆
ん
ど
終
了
し
て
い

明治初期]の誇寺中し終怒!とf[rt't体制確立JYJについての…考ー祭

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
藩
札
回
収
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
こ
こ
に
も
出
て
い
る
。
追
交
換
内
容
は
表
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

迫
交
換
は
一
二
ハ
七
円
二
一
銭
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
枚
数
は
一
一
一
万
四
広
三
六
枚
で
あ
る
。
佐
賀
県
内
の
旧
落
札
の
う
ち
で
、
佐

賀
落
札
が
最
も
多
く
、
九
七
八
円
余
、
交
換
枚
数
二
万
七
七
八

O
枚
で
あ
り
、
札
議
類
で
は
預
金
札
よ
り
も
銀
札
の
方
が
多
く
、
預
金

札
四

O
一
一
一
円
余
、
そ
の
枚
数
一
五
八
四
枚
に
対
し
て
、
銀
札
は
蕊
七
四
円
、
枚
数
二
万
六
一
九
六
枚
で
あ
る
。
旧
佐
賀
藩
札
で
は
銀
札

の
回
収
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
に
お
い
て
は
、
銀
札
一
一
一
分
札
が
一
万
一

O
七
七
枚
交
換
さ
れ
て
い
る
。
一
一
一
分
札
は
新
賀
四

厘
な
の
で
小
額
札
で
あ
る
。
小
額
札
の
追
交
換
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
寅
七
麗
以
下
の
旧
佐
賀
藩
札
の
五
分
、
一
一
一
分
、
二

分
札
が
追
交
換
銀
札
総
数
の
六

O
%に
及
ん
で
い
る
こ
と
に
も
出
て
い
る
。
追
交
換
は
旧
佐
禦
滞
札
で
は
小
額
札
の
交
換
が
主
と
な
っ

て
い
た
。

旧
館
浮
器
札
の
交
換
に
お
い
て
も
、
出
佐
賀
藩
札
と
類
似
し
た
状
況
に
あ
り
、
新
貨
八
鹿
以
下
の
出
落
札
一
匁
、
五
分
、
二
分
半
札

で
、
総
交
換
枚
数
は
賎
津
藩
札
追
総
交
換
枚
数
六
一
一
…
八
八
枚
の
六

O
%に
逮
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
小
額
藩
札
の
交
換
が
中
心
に
な
っ

7
》
〉
。

句、
B
L
V

吋
ム
r
Q

旧
小
城
藩
札
で
は
新
貨
価
格
で

一
銭
一
一
服
以
上
な
の
で
、

に
比
べ
て
高
額
札
の
発
行
が
多
い
が
、
交
換
枚
数
は

六
八
枚
と
少
な
い
。

追
交
換
の
内
訳
は
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
旧
藩
札
は

々
札
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の
役
」
で
紛
失
し
た
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。



雪受 i 語審札追交換の内容

合金 1，167内21銭，此札数 34，536枚

此内訳

金 35円9銭H童 此枚数 368枚 IR小城滋札ノ分
内

金2分札 17枚 止と新資 8円50銭 l枚二{寸余50銭
金1分中し 26枚 I1 6円50銭 I1 25銭
金2朱札 68枚 11 8内50銭 11 12銭51箆
金l米中し 117枚 11 7月25銭41亙 11 3銭2Jl霊
金学米札 140枚 1I 4月34銭 II 3銭 11袈

金 153内89銭7康 此枚数 6，388枚 !日唐津落札ノ分

内

20匁札 463枚 此新資 43内92銭 H主 {El1枚ニ付金16銭7腹
10匁キL 527枚 1I 43月78銭 1厘 II 8銭3Jl霊
8匁札 144半文 1I 9 PJ64銭8Jl互 1I 6銭7I笠
6匁干し 117枚 1I 10円85銭 1I 5銭
4匁札 275枚 II 9内O銭91豆 II 3銭3s立
2匁札 674札 II 11F945銭8康 1I 1銭7Jfc夏
l匁札 1，582枚 1I 20内65銭6Jl室 8Jfc翌
55-}札 599枚 11 2円39銭6犀 II 4厘
2分811宮本L1，109枚 II 2円21銭81段 II 2媛

金 978内21銭9腹 此枚数 27，780枚 !日佼資総札ノ分

内

金本L1，584枚 此奈庁笈 403内52銭 71思
!メヨ

2分札 394枚 1I 837月 {El1枚ニ付金50銭
1分札 554枚 II 138河50銭 1I 40銭5賜
2労ミホL455枚 I1 56河87銭 7J禦ー II 12銭5腹
1米札 181枚 II 11円22銭2Jl主 1I 6銭2J議
銀中L3，156枚 此金 372円60銭3Jl互
内

20匁札 271枚 此新主君 72内35銭7盟 1枚ニ付金20銭7照
15匁本し 287枚 1I 571弓40銭 11 22銭
10匁札 780枚 II 104内52銭 1I 13銭41援
8匁札 413枚 11 44河19銭 11塗 1I 10銭7Jl立
5匁札 1，405枚 11 54円13銭51翠 11 6銭7路
銀札 23，040枚 此室長 202円I銭9J.議
内

3匁札 838枚 此新資 33河52銭 1枚ニ付金4銭
2匁札 883枚 II 23円84銭 11主 1I 2銭7Jl霊
I匁宇L4，720枚 1I 6lflJ36銭 1I 1銭31夜
8分札 218枚 1I 2円39銭8原 1I I銭 11滋
5分本L5，170枚 I1 36月19銭 1I 7Jl主
3分札口，077枚 JI 44内32銭81度 1I 41ゑ
2分札 134枚 IJ 40銭21守1 II 31澄

t主， r官省話事指令?幻(明治じま1'-十， 卜一，十二月分)より作成。
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明治初期のi謀本し怒理と新焚体制確立期についての一考察

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

月
十
日
付
ヲ
以
進
達
仕
候
出
佐
賀
務
外
二
藩
々
札
追
交
換
之
内
再
発
行
札
ヲ
除
キ
交
換
軒
裁
之
分
、
別
紙
調
書
之
適
合

金
千
百
六
拾
七
月
弐
拾
壱
銭
落
札
大
技
紙
幣
寮
江
可
相
納
御
指
令
之
儀
遅
延
相
成
居
銀
中
、
当
春
暴
動
一
一
擦
シ
布
落
札
悉
皆
紛
失
相

成
厳
密
遂
穿
選
鰻
得
共
退
城
際
競
能
此
ハ
焼
捨
申
候
哉
二
間
一
一
手
掛
リ
加
熱
之
の
之
此
段
上
申
候

と
一
八
七
四
年
十
月
ニ
日
に
県
令
北
嶋
秀
朝
が
大
蔵
卿
大
限
重
信
に
上
申
し
て
い
る
。
追
交
換
の
泊
藩
札
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
f

こ
の
上
申
に
対
し
て
同
年
十
月
二
十
五
日
に
「
上
申
之
願
意
無
余
犠
次
第
一
一
付
問
題
般
事
」
と
承
諾
を
与
え
て
い
る
。

一
八
七
四
年
十
月
五
日
に
は
、
旧
藩
札
で
も
っ
て
上
納
さ
れ
た
分
の
報
告
書
が
県
令
北
島
秀
朝
か
ら
大
隈
大
蔵
卿
に
「
旧
藩
紙
幣
ヲ

以
上
納
之
分
中
村
検
査
擢
助
受
取
誌
上
納
ニ
付
上
申
」
と
題
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
(
ぉ
。

陥
落
々
紙
幣
ヲ
以
別
紙
銘
書
之
通
上
納
之
分
、
検
査
権
助
中
村
義
心
巡
回
之
頃
引
渡
証
書
受
取
置
候
分
合
七
廉
七
冊
残
書
類
之
内
ヨ

埠
交
換
之
分
上
納
之
義
ニ

作
六
年
十

リ
見
出
シ
申
候
関
連
一
一
進
達
仕
度
、
右
燦
々

候
閤
御
不
都
合
一
一
ハ
可
有
之
候
得
共
、
証
書
一
一
郎
巳
別
紙
之
通
上
腕
仕
候
条
批
段
上
申
候
也

旧
蒋
札
で
も
っ
て
上
納
さ
れ
た
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
検
査
擢
助
中
村
議
心
が
来
開
閉
し
た
折
に
渡
し
、
受
取
証
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。

日
一
見
当
リ
不
取
、
全
暴
挙
之
際
紛
敷
仕
鰻
義
与
存

h
m
(
1
)

「
官
後
進
透
」
明
治
六
年
自
十
一
月
到
十
二
月
第
問
問
七
八
号
、
手
間
綴
伺
腐
控
」
明
治
六
年
第
三
七
三
日
勺
(
史
料
は
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
佼
袈

県
立
阿
紛
議
館
蔵
)
。

(
2
)

「
皆
同
省
線
指
令
簿
」
明
治
七
年
十
、
十

(3)

向。

(
4
)
開
問
。

、
十
二
月
分
。
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収
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旧
落
札
と
新
貨
の
交
換
は
、

J¥ 
日七

月
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
際
、

一
態
以
上
五
銭
未
満
相
当
の
出
藩
札
は
そ
れ
ぞ
れ
の
比

価
に
応
じ
て
押
印
さ
れ
再
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
新
貨
発
行
に
際
し
て
小
額
貨
幣
の
鋳
造
が
間
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
基
関

し
て
い
た
。
小
額
貨
幣
の
鋳
造
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
押
印
札
と
の
交
換
の
準
備
が
整
っ
た
。
そ
こ
で
佐
賀
療
に
お
い
て
は
、
押
印
札

日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
届
け
を
陪
月
十
一

分
交
換
着
手
ニ
付
御
届
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
記
。

と
の
交
換
を
一
八
七

日
に
「
大
蔵
卿
へ
旧
藩
札
再
発
仔
之

旧
佐
賀
謄
津
間
藩
札
交
換
基
金
旧
年
十
二
月
七
百
大
坂
出
張
出
納
寮
一
一
治
テ
請
取
済
ニ
付
、

ム
ハ
筒
所
二
父
換
一
防
相
関
、
同
日
占
一
一
一
十
自
問
ヲ
期
限
と
し
始
業
仕
候
、
右
期
限
内
ニ
悉
皆
卒
業
如
持
可
有
之
哉
、

司
、
炉
心
管
内
人
民
便
宜
之
場
所

寄
リ
延
期
第

ヲ
始
業
右
十
五
日
ヲ
賠
と
し
、

一
司
ノ
…
二
十
日
ト
相
定
、

の
之
此
段
御
届
市
上
候
也

明
治
八
年

月
十
二
日

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
交
換
用
基
金
が
一
八
七

一
月
七
自
に
大
坂
出
張
出
納
寮
で
下
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

;;.. 
L 

n 

き

押
印
札
と
の
交
換
を

J¥ 
七

日
か
ら

に
祭
内
六
か
所
で
開
始
す
る
こ
と
、
延
期
の
必
要
性
が
出
た
場
合
は
、

日
ま
た
は
三
十
日
間
延
期
す
る
と
し
て
い
る
。

押
印
札
の
交
換
が
六
か
所
で
仔
わ
れ
た
こ
と
は
、
交
換
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

佐
賀
県
で
は
新
貨
が
諸
物
価
基
準
に
な
る
の
は
、
一
八
七
一
一
一
、
七
割
年
で
あ
り
、
旧
幕
藩
期
の
両
、
賞
、
匁
で
の
慨
格
表
示
も
一
部

で
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
七
四
年
に
は
新
貨
が
基
軸
運
賃
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
押
印
札
も
現
実
に
は
新
貨
で
の
貨
幣
額
表
示
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
新
貨
流
通
を
損
な
う
役
割
を
果
し
て
い
た
。

小
額
黛
幣
の
発
行
が
進
ん
だ
こ
と
が
、
押
印
札
の
回
収
を
可
能
に
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は
名
実
と
も
に
新
貨
体
制
の
確
立
の
推
進
を
な



す
も
の
で
あ
っ
た
と
み
れ
る
。

明治初期の藩札整理と新貨体制確立期ロついての一考察

押
印
札
交
換
の
状
況
を
大
蔵
省
へ
の
報
告
順
序
か
ら
検
討
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
八
七
五
年
一
月
十
三
日
に
は
、
「
旧
藩
札
再
発
行
之
分
交
換
着
手
ニ
付
御
届
大
蔵
省
へ
正
副
二
通
」
と
あ
り
、
押
印
札
の
交
換
が
こ

の
期
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
二
月
十
五
日
に
は
「
旧
藩
札
交
換
第
一
報
告
進
達
」
と
し
て
、
交
換
に
関
す
る
進
達
書
が
提
出
さ

れ
、
二
月
十
八
日
に
は
「
旧
藩
札
焼
捨
之
内
辛
未
年
御
払
残
之
名
義
ヲ
以
七
年
十
月
十
三
日
上
納
之
義
-
一
付
」
と
し
て
払
残
札
の
こ
と

が
進
達
さ
れ
、
三
月
三
日
に
は
「
旧
佐
賀
唐
津
両
藩
製
造
押
印
札
交
換
調
書
進
達
-
一
付
報
知
紙
幣
寮
へ
壱
通
、
但
旧
蹴
純
一
藩
押
印
札
交
換

第
二
報
告
書
壱
通
添
江
」
と
あ
り
、
押
印
札
交
換
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
三
月
二
十
九
日
に
は
第
三
報
告
書

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
押
印
札
の
交
換
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
が
書
類
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
五
月
二
日
に
は

「
押
印
札
交
換
済
-
一
付
申
牒
紙
幣
寮
へ
正
副
二
通
」
と
あ
り
、
押
印
札
の
交
換
が
終
了
し
、
そ
れ
が
報
告
さ
れ
、
翌
三
日
に
は
「
押
印

札
交
換
元
金
残
返
納
ニ
付
添
書
紙
幣
寮
へ

一
面
」

と
あ
り
、
交
換
用
に
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
た
新
貨
で
交
換
残
り
の
分
の
返
済
に
関
す

る
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
押
印
札
の
交
換
に
つ
い
て
、
佐
賀
県
か
ら
は
大
蔵
省
へ
逐
次
報
告
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。

押
印
札
の
交
換
で
、
藩
札
に
代
っ
て
政
府
貨
幣
が
通
貨
と
し
て
流
通
す
る
た
め
の
基
盤
が
つ
く
ら
れ
、
旧
藩
札
は
貨
幣
市
場
か
ら
姿

を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。
押
印
札
は
小
額
貨
幣
で
あ
っ
た
た
め
、
流
通
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
交
換
後
は
政
府

通
貨
が
基
軸
と
な
り
、
佐
賀
県
内
で
も
、
流
通
手
段
と
し
て
は
政
府
通
貨
が
主
軸
に
な
っ
た
。

押
印
札
は
小
額
貨
幣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
庶
民
の
日
常
生
活
で
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
新
貨
と
交
換
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、

そ
れ
だ
け
新
貨
体
制
が
地
域
で
も
確
立
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
新
貨
が
基
軸
通
貨
と
し
て
流
通
す
る
体
制

が
押
印
札
の
回
収
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
七
五
年
二
月
十
五
日
に
は
、
押
印
札
の
交
換
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
政
府
に
報
告
し
て
い
る
。
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達
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申
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当
県
下
回
議
々
製
造
紙
幣
交
換
兼
山
山
御
崩
由
市
上
蜜
候
通
第
一

十
五
日
間
之
交
換
札
井
収
入
札
共
別
紙
報
告
書
留
之
連
日
一
有
之
候
、
此
段
上
申
仕
候
白

(
マ
マ
〉

日
管
内
五
ヶ
所
二
更
換
所
相
関
先
換
着
手
、
同
月
二
十
九
日
迄

明
治
八
年

丹
十
五
日

佐
賀
県
令
北
嶋
秀
朝

大
蔵
卿
宛

と
あ
る
。
押
印
札
の
交
換
が
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
十
五
自
問
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
小
額

賃
幣
製
造
の
進
展
に
よ
っ
て
、
押
印
札
の
田
覗
が
可
能
に
な
っ
た
が
、

で
は
五
か
所
で
回
収
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
出
て
い
る
。

れ
て
い
た
交
換
期
間
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
に
引
き
続
い
て
、

記
さ
れ
て
い
る
。

に
十
五
日
間
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に

旧
佐
袈
唐
津
一
両
藩
製
造
押
印
札
交
換
調
蓄
進
達
二
付
報
知

当
県
所
轄
出
佐
賀
唐
津
両
藩
製
造
押
印
札
交
換
調
書
着
手
右
十
五
日
間
之
分
、
最
賠
及
御
報
知
罷
候
処
、
其
後

一
日
迄
十
五
日
間
交
換
高
差
引
調
別
冊
之
通
ニ
候
条
及
御
報
知
鰻
也

月

り

明
治
八
年
一
一
一
月
一
ニ
ヨ

佐
賀
県
令
北
嶋
秀
朝

紙
幣
頭
得
能
良
介
殿
か
ら
ニ
丹
十
三
日
ま
で
十
五
日
間
同
に
交
換
が
行
わ
れ
た
旨
が
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
コ
一

O
B関
に
わ
た
っ
て

交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
押
印
札
は
膨
大
で
あ
り
、
短
期
間
同
に
新
貨
と
交
換
で
き
る
も
の
で
な
く
、
一
月
間
に
わ
た

っ
て
交
換
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
五
日
間
の
交
換
業
務
の
延
長
を
願
い
出
て
い

る
。
交
換
業
務
の
複
雑
さ
が
延
長
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
。

御
達
按

と
あ
り
、

月



出
藩
々
銀
札
交
換
之
義
本
月
十
三
日
限
候
へ
共
、
尚
又
十
四
日
よ
日
迄
五
日
間
延
期
候
旨
相
違
候
処
、
銀
札
適
用
之
義
も
同

様
相
心
得
鍛
者
も
有
之
由
、
右
ハ
全
之
交
換
一
一
部
漏
口
不
相
成
様
出
格
之
論
議
ヲ
以
延
期
投
義
一
一
付
、
銀
札
通
用
ハ

リ
、
同
交
換
ハ
十
八
日
課
リ
旨
可
相
心
得
此
段
更
一
一
相
違
候
条
無
洩
可
触
示
銀
事

日
[l畏

J¥ 
年

日

出
器
札
の
交
換
は

ま
た
、
陥
落
札
の
適
用
は
二

日

一
日
ま
で
と
し
て
い
た
が
、

そ
れ
を
五
日
間
同
日
延
べ
す
る
と
し
、

明治初期の巡礼整JAと新災体総!庄一台J哲jについての一考察

限
り
で
あ
る
こ
と
の
徹
底
を
各
大
区
内
の

に
命
じ
て
い
る
。
一
戸
長
や
村
長
が
蕃
札
交
換
で
管
内
の
人
々
へ
の
伝
達
な

の
交
換
に
は
戸
長
棋
の
活
用
に
お
い
て
進
展

ど
の
任
務
を
帯
び
て
お
り
、
一
戸
一
同
氏
制
が
積
撞
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
み
れ
る
。

が
は
か
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
灰
一
一
戸
長
制
が
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
二
丹

十
九
司
に
は
交
換
業
務
の
報
告
を
し
て

、A

〉

O

L

Y
一押
印
札
交
換
之
儀
ニ
付
鯨
崩

当
祭
所
轄
旧
佐
賀
庸
津
湾
藩
押
印
札
交
換
之
儀
…
十
日
間
同
管
内
適
宜
之
場
所
ム
ハ
ヶ
処
一
一
テ
交
換
一
広
々
同
月
十
二
日

付
ヲ
以
御
届
仕
置
候
米
再
捜
及
御
報
知
候
処
、
実
際
ノ
景
、
況
ノ
更
ニ
官
官
ヶ
所
交
換
処
相
設
都
合
七
ヶ
処
一
一
術
交
換
尚
ニ
月
十
四

日
占
司
十
八
日
迄
五
日
間
延
期
致
シ
卒
業
迄
ノ
交
換
札
芥
租
税
叙
入
札
共
其
他
之
分
ハ
那
図
之
還
ニ
有
之
候
、
旦
又
真
札
一
一
シ
テ
押

印
刷
似
造
弁
無
押
印
札
等
多
数
有
之
、
即
今
取
調
中
一
一
付
不
自
可
及
御
報
知
候
、
此
段
申
牒
候
虫

明
治
八
年
一
一
一
月
廿
九
日

月
十
五
日
ヨ
リ

佐
賀
県
令
北
島
秀
朝

紙
幣
頭
得
能
良
介
殿

と
あ
り
、
交
換
期
間
を
延
期
し
、
交
換
場
所
も
一
か
所
増
加
し
て
七
か
所
と
し
、
押
印
札

押
印
札
が
膨
大
で
あ
っ
た
た
め
に
、
当
初
の
交
換
期
聞
を
延
長
せ
、
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
小
額
落
札
が
庶
民
の
日
常
生
活
で

を
行
っ
て
い
る
留
を
報
告
し
て
い
る
。

139 



基
軸
的
な
役
割
を
架
し
て
い
た
だ
け
に
、
交
換
は
多
く
の
予
捕
を
要
し
て
い
た
。

押
印
札
の
交
換
に
よ
っ
て
小
額
落
札
も
回
収
さ
れ
た
が
、
庶
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
小
額
貨
幣
は
不
足
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

の
状
況
が
出
て
い
る
。
「
第
一
大
区
小
区
江
藩
札
交
換
後
難
渋
之
出
ニ
付
銅
貨
へ
引
換
詑
一
一

一
周
以
上
五
銭
未
講
の
小
額
札
で
あ
っ
た
が
、
の
交
換
に
お
い
て
は
、

140 

が
出
さ
れ
て
い
る
。

問
中
川
什
ヤ
イ
も
キ
J
伊

j
f
i
l
l
 

の
交
換
で
な
く
、

ま
と
め
た

で
の
交
換
も
行
わ
れ
た
と
み
れ
る
こ
と
か
ら
、

の
不
足
と
い

さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

に
お

い
て
は
、
議
札
が
苓
軸
的
役
割
合
演
じ
て
い
た
こ
と
を

の
で
あ
る
。
藩
領
域
内
で

り
も
藩
札
が
主
要
な
役
割
を

で
は
と
り
わ
け
落
札
が
割
拠
の
貨
幣

演
じ
て
い
た
こ
と
は
、
の
聞
で
藩
割
拠
の
体
制
を
支
え
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

聞
で
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
薪
設
と
押
印
札
の
交
換
で
小
額
貨
幣
が
不
足
し
て
き
た
こ
と
は
、

Y 
じ

し
て
い

た
。
日
常
生
活
に

に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
動
き
に
出
て
い

小
限
幻
務
札
交
換
後
難
渋
之
山
一
一
付
銅
貨
へ
引
換
蛇
ニ

先
般
旧
藩
々
札
悉
皆
交
換
相
成
候
処
銅
銭
不
足
ニ
テ

大
1:><: 

一
於
テ
致
迷
惑
候
趣
相
関
候
、
今
殻
本
庄
町
伊
丹
文
右
衛
門
宅

治
テ
出
格
之
諮
ヲ
以
県
庁
在
来
之
錦
貨
一
二
千
八

ヲ
限
リ
引
換
可
致
同
人
数
度
引
換
申
出
候
儀
ハ
不
相
成
、
毘
亦
右
引
換
取
扱
候
者
手
数
料
と
し
て
引
換
高
之
百
分
之

一
満
ル

各
勝
手
一
一
引
換
可
申
出
尤
壱
戸
ニ
付員リ

回
一
付
弐
銭
可
差
出
此
段
令
掲
示
幌
市
一
ポ

八
年
一
一
一
月
世
日

北
島
県
令

銅
銭
不
足
で
日
常

に
も
支
障
が
出
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
、
県
庁
に

八

O
O円
を
銭
両
替
舟
に
出
す
と
し
て
い

で
、
そ
の
手
数
料
は
交
換
額
の
二
%
と
な
っ

る
。
こ
の
場
合
、
交
換
場
所
は
伊
丹
文
布
寵
門
宅
で
あ
り
、
交
換
限
度
額
は

で
い
る
。
伊
丹
文
右
儒
門
は
小
野
組
の
閉
結
後
に
佐
袈
県
庁
の
官
金
取
扱
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
錦
貿
交
換
が
伊

丹
文
右
衛
門
宅
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。



押
印
札
の
交
換

押
印
札
交
換
済
ニ
付
申
牒

当
原
所
轄
出
佐
賀
唐
津
両
落
製
造
押
印
札
交
換
相
持
、

つ
い
て
は
、

日

の
下
付
を
次
の
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
。

一
有
之
鏡
、

明治初期の議札整王様と新災体制確立j羽についての一考察

銭
問
題
ハ
御
寮
大
坂
出
張
所
、
弘
明
後
四
日
差
立
致
返
納
候
、
此
内
長
崎
県

伎
、
旧
佐
賀
藩
札
八
百
弐
拾
四
円
弐
拾
弐
銭
八
腫
同
県
よ
り
直
々
上
納
一
一
相
立
候
段
懸
合
越
各
種
内
鐸
等
前
段
鵠
簿
四

候
条
御
引
合
相
成
度
、
立
亦
元
金
大
坂
占
県
地
迄
運
送
芥
検
査
糊
封
手
数
料
等
之
諾
入
賛
金
弐
千
九
拾
円
一
一
一
拾
九
銭
六
麗
制
御
下
渡
相

成
度
、
此
段
申
牒
候
官

市
川
租
税
其
他
収
入

分
大
坂
第
一

明
治
八
年
五
月

日

佐
賀
県
令
北
嶋
秀
輯

と
あ
り
、
押
印
札
の
交
換
が
終
了
し
た
こ
と
の
報
告
と
手
数
料
な
ど
の
下
付
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
願
い
に
対
し
て
は
、
七
月
二

九
日
に
大
蔵
卿
大
隈
重
信
名
で
「
上
申
之
通
交
換
入
費
金
弐
千
九
拾
円
一
一
一
拾
九
銭
六
底
下
渡
鍛
事
」
と
通
逮
し
て
い
る
。

明
治
八
年
一
一
一
月
に
押
印
札
の
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
中
に
は
交
換
潰
れ
に
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
一
元
来
は
交
換
経
了
後

は
押
印
札
な
ど
は
適
用
で
き
な
い
と
通
達
さ
れ
て
い
た
が
、
米
交
換
の
分
が
、
必
ず
し
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
佐
賀
県
は
紙
幣
察
へ

八
七
五
年
五
月
一
一
一
自
に
「
期
限
内
交
換
洩
藩
札
之
儀
ニ
付
舟
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
伺
蓄
を
提
出
し
た
。

管
内
旧
藩
札
交
換
満
期
後
尚
洩
落
懸
念
仕
繰
ヨ
リ
延
期
交
換
之
米
数
司
ヲ
経
過
及
ニ

之、

一
之
布
達
ヲ
窮
場
一
一
相
心
得
候
ヨ
リ
期
内
一
一
不
願
出
儀
ニ
付
、
所
持
札
ハ

ハ
如
何
処
分
可
仕
哉
、

ノ¥

此
段
相
伺
申
候
由

明
治
八
年
五
月

~p 

臼

紙
幣
頭
得
能
良
介
殿

141 



米
交
換
札
所
持
者
の
取
り
扱
い
で
あ
る
が
、
文
中
に
は
数
人
と
あ
る
が
、
処
理
方
を
向
い
に
は
、
米
交
換
者
が
多
く
あ
っ
位宅g-

た
こ
と
を
推
灘
さ
せ
る
。
こ
の
伺
い
に
対
し
て
、
政
府
出
は
大
蔵
卿
大
製
品
約
一
倍
名
で
明
治
八
年
五
月
十
四
日
に
、
次
の
よ
う
に
指
令
し
(
問
。

伺
之
趣
ハ
交
換
期
限
中
不
景
出
分
多
数
有
之
期
限
後
差
出
候
共
可
為
箆
物
旨
兼
対
相
違
罷
候
儀
ニ
ハ
候
得
共
、
小
民
心
得
違
之
も
の

有
之
銀
市
ハ
不
都
合
一
一
付
、
特
別
之
誇
ヲ
以
残
札
所
持
之
分
ハ
六
月
十
五
日
迄
ニ
交
換
可
取
計
、
就
荷
議
院
戸
長
松
テ
尚
有
無
所
持

之
も
の
ハ
姓
名
取
札
、
布
告
限
中
交
換
可
致
、
期
限
後
尚
残
額
有
之
候
共
散
布
無
之
も
の
与
見
倣
候
条
、

申
出
候
北
ハ
、
断
然
可
為
廃
物

と
あ
る
。
特
別
の
許
可
と
し
て

日
ま
で
交
換
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

の
調
査
を
行
う
こ
と
を
命

じ
て
い
る
。
交
換
に
際
し
て
は
、
区
一
戸
長
が
管
内
の
人
々
に

す
る
と
、
落
札
交
換
に

ど
の
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
れ
よ
り

か
な
り
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
行
政
体
制
制
が
落
札
回
設
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
交
換
に
関
す
る
報
告
を
問

一
八
七
五
年
六
月
二
司
か

押
印
札
の
交
換
洩
れ
の
分
に
つ
い
て
は
、

年
九
月
一

日
に
佐
賀
県
は
紙
幣
頭
得
能
良
介
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

旧
落
押
印
札
追
交
換
済
ニ
付
申
牒

当
県
所
轄
旧
佐
賀
唐
津
爵
藩
製
造
紙
幣
之
内
、
五
銭
未
満
押
印
札
当
春
交
換
議
之
分
御
指
令
一
一
事
卯
本
年
六
月

追
々
交
換
相
済
、
右
員
額
井
真
札
ニ
〆
押
印
贋
造
及
無
押
印
札
立
前
年
交
換
洩
之
一
立
銭
以
上
廃
札
等
最
語
交
換
中
持
参
之
分
其
惣
計

別
冊
調
審
之
通
リ
ニ
有
之
候
、
此
段
取
牒
候
也

自
占
時
十
五
日
迄

八
年
九
月
廿
五
日

佐
禦
県
令
北
嶋
秀
朝

紙
幣
寮
得
能
良
介
殿

と
あ
り
、
追
交
換
を
行
っ
た
留
を
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
折
に
、
無
押
印
札
、
交
換
洩
れ
五
銭
以
上
札
の
処
理
も
行
わ
れ
て
い

る。



て
い(迫
る想交
。換

洩
れ
の
札
の
ヅマ
;x.. 

換
も

日
に
終
了
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
要
し

J¥ 
J¥ 

出
藩
押
印
札
追
交
換
金
御
下
渡
願

金
千
四
円
拾
五
銭
五
麗

右
者
佐
賀
窟
津
両
器
製
造
押
印
札
当
春
交
換
遺
漏
之
分
、

備
金
ヲ
以
操
替
置
候
条
、
御
下
渡
有
之
度
相
願
候
也

の
下
付
を
次
の
よ
う
に
申
請
し

ニ
返
納
後
一
一
付
僻
指
令
之
通
本
行
之
金
額
予

明治初期の務札5受理と新貨体制確立期についての一考察

八
年
九
月
せ
五
百

紙
幣
頭
得
能
良
介
殿

佐
賀
県
令
北
嶋
秀
朝

ふ
り
ヲ
匂
。

0
0四
円
一
五
銭
五
題
の
押
交
換
金
を
予
備
金
で
支
給
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
金
額
の
下
付
を
願
い
出
て
い
る
。
元
金
返
納
後
の

た
め
、
持
交
換
洩
れ
札
の
交
換
金
は
予
備
金
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
た
た
め

交
換
洩
れ
札
の
姑
理
も
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
落
札
処
分
は
完
了
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
一
八

が
進
展
し
た
と
指
掘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

明
」
中
品
、

l

i

 佐
賀
県
は
新
資
体
制

一
八
七
五
年

ま
た
、

自
か

一
月
十
八
日
ま
で
の
交
換
で
は
落
札
七
八
二
万
四

J

同
月
十
五
日
ま
で
の
追
加
押
印
札
交
換
で
は
藩
札
八
万
八
四
五

O
枚、

の
回
収
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ゆ
え
押
印
札
は
七
九
一
一
一
万
七
八
九
五
枚
、

押
印
札
交
換
に
お
い
て
は
、

日
か
ら

四
万
九
六

六
円
七
五
銭
八
一
肢
が
、

一O
O四
円

と
膨
大
な
枚
数
の
回
収
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
藩
札
の
う
ち
七
八
九
万

ム
ハ
ニ
九
枚
の
市
内
訳
を
み
れ
ば
、
表
2
の
よ
う
で
あ
る
。

月
十
八
日
ま
で
に
由
収
さ
れ
た
押
印
札
は
七
八

一
月
十
五
日
か
ら

万
四
一
七
九
枚
、

143 

日
か
ら
こ
月
十
八
日
の
交
換
期
間
内
に
交
換
さ
れ
て
い
る
。
膨
大
な
押
印
札
が
新
提

八
万
八
四
五

O
枚
で
あ
る
。
殆
ん
ど
が

七
九
枚
、

一
五
万
二
八

O
円
八

腫

剖
ま
で
の
分
は



押印札内訳

銀銭宇し 7，892，629枚
f日，興本しニシテ:jifI!eIJ腕札，無fljl印本L，5銭
以上廃札ノ分ヲ|珠ク

!日佐賀落札 !日成禄i糾:し

銀3匁(=4銭)札 1，637，335枚 銭4匁( 3銭3短)札 16，731枚

銀2匁( 2銭 71l宣)キL1，131，890枚 銭 2匁(=1銭 7五)本L48，978枚
iUJ!l匁(=1主主 31謝礼 1，847，352枚 銭 l匁( 81刻字し 34，810枚

銀 5分(=7座)本L 1， 685，619枚 銭5分(ニ 4脱)札 3，674枚

銀3分( 41問中し 890，700枚 銭 2分5腿(=2J!抵)札 5，107枚

苦笑2

と
の
交
換
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
て
い
る
が
、

七
八
九
万
余
牧
の
う
ち
、
唐
津
藩
札
は
一

O
万
九

千
枚
余
な
の
で
、
殆
ん
ど
は
佐
賀
議
札
で
あ
る
。
押
印
札
が
小
額
札
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
出

佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
藩
札
が
基
軸
通
貨
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

回
収
さ
れ
た
押
印
札
は
、
種
類
ご
と
に
区
分
さ
れ
檎
包
さ
れ
て
紙
幣
寮
に

の
様
相
を
み
る
と
表

2
の
よ
う
で
あ
る
。
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伊
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J¥ 
七

日
か
ら

月
十
八
日
ま
で
の
押
印
札
姐
眼
七
九
三
万
枚
余
の
梱
包
状

況
が
出
て
い
る
。

で
は
銀
一
二
匁

1
四
銭
札
が

万
四
千
枚
そ
一
梱
包
と
し
た
も
の
が
六

銭
札
が
六
一
一

銀
五
分

i
七
腫
札
が
六
九
笛
と
多
量
の
押
印
札
が
種
別
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

札
は
銭
剖
匁
H
H
一
一
一
銭
一
一
一
躍
札
が
一
一
一
万
二
千
枚
包
一
片
隅
、
銭
ニ
匁

i
一
銭
七
康
札
が
二
筒
、
銭

匁

l
八
鹿
札
が
四
笛
と
佐
賀
藩
札
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
こ
れ
も
押
印
札
種
ご
と
に
区
分
さ

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
銀

匁

i

銀
一
匁

l
一
銭

題
札
が
七
六
筒
、

れ
揺
旬
さ
れ
て
い
る
。

一
八
七

校， r八年'G-r~:i住むj より作成。

二
自
か
ら
十
五
日
ま
で
の
押
印
札
追
交
換
の
分
も
種
別
化
さ
れ
期
包
さ
れ

て
い
る
が
、
翻
訳
枚
数
が
少
な
い
だ
け
に
、
摺
包
数
も
四
箆
に
す
ぎ
な
い
。

七
九
一
二
万
七
八
九
五
枚
の
押
印
札
が

の
掘
包
で
一
一

に
ま
と
め
ら
れ
、

さ
れ
て
い
る
。

臣
収
さ
れ
た
押
印
札
は
富
商
深
川
嘉
一
郎
所
有
の
蒸
気
船
で
長
崎
ま
で
運
送
し
、
そ
れ
よ
り

一
二
菱
会
社
船
で
紙
幣
祭
に
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
佐
賀
燥
機
令
北
島
秀
朝
は
紙
幣
頭
得

日
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

能
良
介
に
十
月
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薮 3 旧漆札税込状況

1.銀銭札 7，824，179枚

此新交 149，616内75銭 8鼠

i日佐賀慾

銀 3匁郎札 24.000枚包 荷札記号iJノー
4 銭 ， ___V'~ 67街

|湾 19.627枚包 同廿ノ三線
l筋

銀ニ匁jj~札 24 ， 000&~ 問サノ
2銭，---." ~ 63鐙i

l"l 13.935枚包 問tIトノ二二総ー
1筒

銀 l匁即 |湾廿ノー
1銭 31箆本L 24，000枚包 76箔

おj
iJノ端

12，421枚包 1筋

銀 5分如キし 24.000枚包 何1十ノ五
7IT京 ._vv V' ~ 69筋

[日j 18.727枚包 悶iJノ五端
1筋

銀 3分JlIJ本L 30.000枚)2)， 間分ノ四
4)j夏''''''''/'~ 29ft議

li'i] 18.700枚包 同iJノ沼端
l筒

1.銀銭枚 88.450枚

此新資 1，004内5銭 51蛍

内

旧佐叙務

銀2匁烈
本L

2銭71窓

銀 1

1銭3

3艮3匁烈j
キL

4銭

銀 1ý]'!l~ 
吋宇し

1銭3[']I 

銀 5分担IJ
本し

71堕

に，955枚 l
I~ 同廿ノ追二勾

!日 l笛i
18，000枚 J

9，665枚

I ，~.I潟廿ノ追三 ~î王立H
731キLI 包，_~
I -l1llii 

10，892枚
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行
け
れ

ふ

↑

沼

μ

必

f

ま什
1

ふ

↑

会

午

ふ

干

ふ

十

余

今

日

μ

務
一
郎
底

3

即

犀

即

座

即

即

附

脱

却

箆

郎

閉

山

一

腹

淳
一
匁

3
匁
一
波
匁

7
匁

7
匁

匁

3

匁

7

匁

分

江

川

帰
国
一

4
銭

4

3

2

銭

2
銭

l
回
収

4
銭

2
銭

l
…箆

5
潔

お

慰

問
…
銭

3
銭

銭

銭

l
銭

1
銭

8
銭

3
銭

壱

銭

8
銭

4
銭

2

同カノー
32，000枚包

2筋

肉力ノー
32，000枚包 a 肝

4: m司

8年 6長12臼ヨリ同月15臼迄追交換ノ分

i臼唐津滋

銭 4匁郎本し 731枚
3銭 31l立

銭 2匁即宇L 978枚

1銭 7岨 i M ノ追端
銭 1一匁刻札 2，197枚勾 100
81亙

銭 5分郎中し 78枚
5底

会長2分51ほ本し
1531女

即 2J攻



銀3分郎本L16，870枚
4箆

!日成浮務

銭4匁即札
731枚

3銭3E立

銭2匁郎札 978枚
1銭7麗

銭8箆1匁刻中L2，197枚 問廿カノ追端
1箇

銭5分E日本し 78枚
4l!立

銭2分51議UPキL153枚
11翌
1.金銀銭札 45，266枚 i日佐賀・小城・!者津i経卒し

王立中Lニシテ抑EPfí!~チ1と無:t1Jl印札附 5 銭以上

l発札ノ分
惣音i

金銭銭札 7，937，895枚

Jlt七ぬま受{g 323笥

右
之
通
旧
藩
造
五
銭
米
瀧
押
印
札
交
換
之
分
芥
贋
札
類
悉
皆
昨
台

四
日
当
管
下
佐
観
〈
郡
第
一
大
一
区
一
小
区
道
組
元
町
深
間
嘉
一
郎
所

持
之
川
蒸
気
船
金
花
丸
、
江
穣
入
、
長
崎
港
道
夫
ヨ
リ
三
菱
会
社
郵

便
一
一
テ
送
致
候
条
、
到
達
次
第
御
照
合
御
領
収
有
之
度
、
此
段
及
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御
報
知
候
也

八
年
十
月
廿
五
自

佐
賀
県
令
北
島
秀
朝

紙
幣
頭
得
能
良
介
殿

押
印
札
は
焼
捨
で
な
く
て
紙
幣
寮
へ
の
運
送
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
押
印
札
の
陸
収
も
終
了
し
て
い
る
。
膨
大
な
押
印
札

が
新
貨
と
交
換
さ
れ
屈
収
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
貨
が
名
実
と
も
に

貨
幣
と
し
て
機
能
す
る
体
制
が
強
化
さ
れ
、
佐
賀
県
は
新
し
い
段
階

に
入
っ
た
。

注， r八年'g翁進透七jより作成。

押
印
札
の
罰
収
に
よ
っ
て
、
佐
賀
関
町
内
の
藩
札
の
回
収
は
終
了
し

て
い
る
が
、
膨
大
な
押
印
札
数
か
ら
し
て
、
旧
佐
賀
藩
で
は
基
軸
通

貨
が
藩
札
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
貨
幣
制
度
の
統

一
で
は
、
藩
札
の
屈
服
が
欠
か
せ
な
い
要
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ

る
。
こ
れ
は
明
治
初
年
に
発
行
し
た
太
政
官
札
が
流
通
せ
、
ず
、
基
軸

通
貨
た
り
え
な
か
っ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

太
政
官
札
、
民
部
省
札
の
回
収
も
佐
賀
県
で
は
一
八
七



一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
が
、
交
換
に
要
し
た
費
用
は
七
一
一
円
余
で
あ
り
、
藩
札
交
換
手
数
料
に
比
べ
て
僅
か

で
あ
る
。
太
政
官
札
、
民
部
省
札
の
臨
収
に
関
し
て
、
佐
賀
県
令
北
島
秀
較
は
、
次
の
よ
う
に
紙
幣
頭
得
能
良
介
に
報
告
し
て
い
る
。

官
省
札
井
先
換
証
券
交
換
済
一
一
付
申
牒

官
省
札
弁

日
か

日
迄
交
換
其
他
租
税
収
入
納
札
井
戸
一

別
途
解
下
渡
有
之
産
、
此
段
申
牒
挟
也

日
一
夜
之
銀
、

J¥ 
年
十

明治初期の詩寺中し撃波と新貨体制的て:s'LJ郎こっl注ての一考察

紙
幣
頭
得
能
良
介
殿

と
あ
り
、
太
政
官
札
、
民
部
省
札
、
先
換
証
券
の
回
収
が
行
わ
れ

「
八
年
五
月
十
ニ
臼
右
交
換
之
内
壱
円
以
下
再
御
達
一
一
依
り
消
印
済
之
分
」
と
さ
れ
た
太
政
官
札
と
民
部
省
札
は
金
額
が
七
万
四
七
六

七
円
八
七
銭
五
題
、
枚
数
は
こ

O
万
五
九
一
五
枚
で
あ
る
。
押
印
札
が
七
九
三
万
枚
余
流
通
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
太
政
官
札
、

良
部
省
札
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
太
政
官
札
、
民
部
省
札
は
殆
ん
ど
佐
賀
県
内
で
は
流
通
し
て
い
な
か
っ
た

と
み
れ
る
。
藩
札
が
基
軸
過
賞
で
あ
っ
た
。

議
札
の
限
肢
が
終
了
し
た
こ
と
は
、
新
貨
体
制
が
佐
賀
線
で
も
進
展
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
押
印
札
の
交
換
は
一
八
七
五
年
一
月

に
押
印
さ
れ
た
藩
札
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
五
銭
以
上
の
薄
札
と
五
銭
以
下
一
一
浬

で
は
新
貨
体
制
の
新
た
な
段
階
で
あ
っ
た
が
、
押
印
札
の
鴎
紋
は
こ
の
体
制
を
確

て
い
る
。

か
ら
二
月
ま
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

J¥ 
七

未
満
札
の
押
印
が
行
わ
れ
た

J¥ 
七

す
作
用
を
著
し
く
進
め
た

押
印
札
は
膨
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
押
印
札
が
一
盟
以
上
五
銭
未
満
の
小
額
貨
幣
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
落
札
が
基
軸
的
役
割
を
演
じ

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
佐
賀
惑
で
は
藩
札
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
押
印
札
の
状
況
か
ら
窺
わ
れ
る
。

も
に
新
貨
体
制
が
確
定
す
る
物
資
的
基
礎
地
が
形
成
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
藩
札
が
基
軸
的
役
割

け
ら
れ
よ
う
。
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押
印
札
の
交
換
に
よ
っ
て
、



を
演
じ
て
い

で
は
、
新
貨
体
制
へ
の
転
換
は
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。
明
治
六
年
一
一
一
月
一
日
か
ら
四
月
十
七
日
に
お
け

札
と
新
貨
と
の
交
換
及
び
今
震
の
押
印
札
の
回
収
は
、
明
治
国
家
の
貨
幣
的
基
盤
が
佐
賀
県
に
お
い
て
も
培
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
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で
あ
る
。
落
札
の
回
収
は
明
治
国
家
の
欠
か
せ
な
い

注
(
1
)
(2) 

(3) 

(
4
)
 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(
9
)
 

(
日
)
(口)
(ロ)
(
日
)

(
日
比
)

(
お
)
(
日
)

(
幻
)

(
お
)
(
ぬ
)

(
初
)

(
幻
)

で
あ
っ
た
こ
と
が
、

の
状
況
に
お
い
て
も
出
て
い
た
。

「
八
年
皆
同
省
進
途
」
第
十
五
日
す
。

「wu省
進
遼
」
開
明
治
八
年
…
月
ヨ
リ
六
月
迄
。

向。問。向。可。「
八
年
官
省
進
逮
」
第
百
二
十
八
号
。

「
八
年
世
間
省
巡
透
二
」
滋
外
三
十
七
号
。

向。「八
年
皆
同
翁
進
透
一
一
一
」
第
二
百
五
十
二
位
1
0

「
八
年
世
間
省
巡
遼
一
二
」
。

「
八
年
管
省
巡
透
問
」
第
一
一
一
百
け
六
号
、
「
八
年
御
指
令
絞
殺
」
。

向。「八
年
官
省
巡
途
四
」
第
一
一
一
ナ
リ
サ
八
号
、
「
八
年
御
指
令
官
邸
忍
四
」
第
一
一
一
百
サ
八
号
。

向。「
八
年
夜
中
協
進
迷
七
」
第
七
百
九
十
五
号
。

向
布
、
第
七
百
九
十
二
号
。

間
右
、
第
七
百
九
十
}
告
す
。

問
布
、
第
七
百
九
十
七
号
。

同
布
、
第
八
百
五
十
三
号
。
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附
布
、
第
八
百
六
十
二
号
。

部

各
階
層
の
動
向

←) 

嬢
斤
首
脳
部
の
対
応

に
よ
っ
て
記
前
地
域
は
旧
藩
領
域
に
燥
が
設
け
ら
れ
、

@
厳
原
県
と
な
っ
た
が
、

¥
t
L
 

・J
勺
什
間
判
然
円

明治初期の滋札務経!と新災体制確立WJについての A考察

J¥ 
ザ七

が
合
併
し

に
は
佐
賀
県
と
厳
原
本
間
…

7

V

」
十
品
、

;
l
 
城
!累

に
な
り
、

池
県
・
鹿
島
県
・
唐
津
県
と
厳
諒
県
間
代
・
浜
崎
及
び

mm幕
領
地
も
伊
万
患
日
米
に
合
併
し
た
。

日七

二
十
九
日
に

黙
と
改
称
さ
れ
、
県
庁
も
佐
賀
に
移
っ
た
。

設
溶
す
る
七

で
は
佐
賀
関
町
と
し
て
存
続
し
た
。
こ
の
よ

is 

か
ら
県
政
が
実
態
化
し
始
め
る
の
は
七

佐
賀
県
は
難
治
県
と
さ
れ
、
出
佐
資
藩
士
族
が
県
庁
職
籍
を
独
占
し
た
が
、
政
府
の
出
す
指
令
に
対
し
て
は
、

年
五
丹
以
降
と
み
れ
る
。

;;. 
ぐ

す
る
態
度
で
な
か
っ
た
。
征
韓
、
派
が
実
権
を
擦
っ
た
段
階
に
お
い
て
も
改
革
は
実
施
さ
れ
て
い
た
。

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
み
て
き
た
よ
う
に
、

の
遅
延
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
政
府
の
指
令
に
沿
っ
た
方
向
で
処
理
さ
れ
て
い
た
。

の
議
開
体

艇
に
は
激
し
い
批
判
を
行
い
な
が
ら
も
、
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

に
対
抗
す
る
基
盤
を
形
成
し
よ
う
と
し

の
動
き
か
ら
す
れ
ば
、
滞
札
整
理
を
拒
否
す

は
な
か
っ
た
。

の
来
県
に
お
い
て
も
受
け
入
れ

へ
の
従
応
が
み
ら
れ

町
村
で
藩
札
整
理
政
策
を
伝
達
す
る
役
割
を
荷
っ
た
副
一
戸
長
や
惣
代
人
の
動
向
の
検
討
が
、
行
政
体

の
一
前
不
明
で
あ
る
。
後
日
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ

ば
肝
要
で
あ
る
け
れ
ど
、

」
の
し
点
に
つ
い
て

149 



(ニ)

の
対
応
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旧
佐
賀
藩
領
域
に
お
い
て
は
、

の
結
束
を
目
指
し
て

に
よ
っ
て
封
建
的
領
有
制
が
解
体
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

と
呼
ば
れ
る
組
織
が
出
上
級
家
臣
の
知
行
領
域
を
単
位
に
し
て
結
成
さ
れ
た
。

結
が
武
力
築
時
と
し
て
行
動
し
た
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
団
結
の
藩
札
問
題
に
対
す
る
動
き
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
団

結
の
落
札
問
題
の
動
向
に
つ
い
て
も
目
下
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

「
閏
」
ま
た
は

の
投
」
で
は
、
こ
の
間

の
集
出
的
な
勤
き
は
不
明
で
あ
る
が
、
側
別
的
な
事
例
か
ら
み
れ
ば
、
比
較
的
政
府
の
政
策
に
順
応
し
て
い
っ
た
と
み
れ
る
。

出
藩
期
上
級
家
臣
の
白
話
鍋
島
家
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
落
札
と
新
貨
と
の
交
換
に
は
期
日
通
り
に
対
略
し
て
い
る
。

丹
に
間
家
の
藩
札
整
埋
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

八
七

者
円
札
引
替
之
節
切
捨
リ

金
六
円
七
拾
六
銭
六
盟

右
義
援
札
拾
四
月
七
拾
六
銭
六
慶
一
一
滴
円
札
八
円
買
入
欠
金

右
之
通
行
居
候
、
以
上

第
四
月

槙

為

六

犬
探
日
間
徳
様

〆
金
七
円
拾
六
銭
壱
躍
七
毛

八
七
三
年
四
月
は
蕃
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た
丹
で
あ
る
が
、
銀
札
一
一
一
九
銭
五
鹿
七
毛
が
円
札
と
山
引
き
換
え
の
折
に
切
り

捨
て
と
な
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
損
耗
札
が
四
円
七
六
銭
六
鹿
あ
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
交
換
に
よ
っ

n 



て
い
る
。

同
家
記
録
の
な
か
で
、

一
八
七
四
年
一
丹
と
み
れ
る
史
料
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
金
九
拾
一
一
一
円
一
一
一
拾
銭

六
拾
八
匁
替
銀
札
ニ
部
九

同
一
二
拾
円

明治初期の語審札綴理と新1'ff本総磯;立期についての一考察

者
槙
明
次

右
燦
之
番
一
載
之
通
勘
定
入
可
被
棺
成
候
、
以
上

副

嶋

明

郎

で
は
明
治
初
年
の
銀
札
六
八
匁
が
金
一
時
の
相
場
だ
っ
た
が
、
新
貨
と
の
交
換
で
は
政
府
に
よ
っ
て
銀
札
七
四
匁
八
分
を
金

O
%
の
明
り
下
げ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
六
八
匁
換
え
の
銀
札
九
三
円
一
一
一

O
銭
を
新
貨
と

計
算
し
て
い
る
。
ま
た
拝
借
金
一
一
一

O
円
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
六
八
匁
換
え
の
銀
札
な
の

い
、
ず
れ
も
銀
札
と
新
貨
と
の
交
換
に
伴
な
っ
て
生
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
政
府
設
定
の

丹

犬
塚
田
田
錦
殿

一
一
円
一
一
一
拾
銭

円
と
設
定
さ
れ
た
。

引
換
え
た
の
で
一
割
の
欠
金
に
な
る

で
一
部
の
増
金
に
な
る
と
し
て
い
る
。

交
換
比
舗
を
基
に
し
て
い
る
。

の
動
き
な
ど
か
ら
し
て
、

円
金
札
ト
引
替
相
成
候
付
壱
錦
之
欠
金

一
首
円
被
差
出
候
閥
、
六
拾
八
匁
替
銀
札
一
一
郎
被
相
渡
鰻
付
一
部
之
増
金

成

中

成

正

Ii蹟

に
つ
い
て
は
、
政
府
と
療
の
政
策
に
応
じ
て
行
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
山



同

有
力
商
入
閣
の
状
況
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J¥ 
七

一
年
十

月
一
日
か

月

日
ま
で
の
期
間
に
小
額
の
損
耗
簿
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
折
の

交
換
業
務
に
携
っ
た
商
人
は
、
佐
賀
出
城
下
町
や
所
万
里
な
ど
の
有
力
商
人
で
あ
っ
た
。

光
武
徳
次
郎
、

一
部
、
内
野
伊
一
一
一
郎
、
亀
川
八
兵
衛
、

小
田
庄
議
、

ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
松
蕗
貞
吉
に
つ
い
て
み
る
と
、
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

丹
に
松
尾
貞
吉
は
伊
万
里
祭
掛
鹿
に
任
命
さ
れ
、
七
一
月
ま
で
勤
め
て
い
る
。
こ
れ
は
小
野
艇
が
肥
前
地

域
に
進
出
に
当
っ
て
佐
袈
然
為
替
方
の
業
務
を
扱
い
、
そ
れ
が
進
出
に
大
き
な
作
用
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の
小
野
組
の
手
代
に
松
尾

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

J¥ 
七

小
野
組
名
代
奥
野
信
造
義
兼
泌
為
替
方
市
中
付
、
東
京
其
地
県
下
出
納
之
上
下
金
銀
為
取
扱
候
処
、

ト
諸
事
折
合
せ
当
分
小
野
組
手
代
代
リ
申
談
候
趣
別
紙
写
之
還
り
借
造
ヨ
リ
脳
出
、

替
方
為
取
扱
候
間
御
関
置
被
下
度
、
此
段
御
届
候
告

江
石
代
雑
税
ヲ
初
メ

常
備
金
等
為

と
あ
り
、

で
あ
り
、
小
野
組
の
手
代
と
し
て
為
替
方
の
業
務
を
担
当
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

の
有
力
商

人
が
交
換
業
務
に

押
印
札
を
運
輸
し
た
深
川
嘉
一
部
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

邸
は
明
治
五
年
の
蒸
気
船
調
査
の
折
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

れ
、
政
時
の
政
策
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

長
十
五
問
、
幅
弐
間
半
、
馬
力

定
力
八
皇
、
帆
柱
ニ
本
、

ニ
長
崎
航
海
仕
慶

当
時
佐
賀
海
ニ
棺
閤
候
、
以
上



明
治
五
年
申
年
九
月

nkυr 

由
民

田
上
徳
十
部

明治初郊の落札擦JIHと新資体制Il{iI:rzJ切についての一考祭

八
ト
ン
の
蒸
気
船
を
田
上
徳
十
郎
と
共
有
で
所
持
し
て
い
る
。
長
崎
航
路
の
海
運
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。
海
運
業
と
い
う

こ
と
か
ら
、
深
川
嘉
一
郎
は
藩
札
運
輸
に
携
わ
り
、
藩
札
整
理
に
対
応
し
て
い
る
。

押
印
札
の
追
交
換
は
伊
丹
文
右
衛
門
宅
で
行
っ
た
が
、
伊
丹
文
右
衛
門
は
米
穀
取
引
な
ど
で
は
佐
賀
の
代
表
的
蒔
人
で
あ
っ
た
。
明

治
六
年
に
伊
丹
文
右
衛
門
は
弥
富
一
児
右
衛
丹
、
深
川
嘉
一
郎
ら
八
名
と
連
名
で
明
治
六
年
に
寅
米
五
代
買
請
願
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ

と
共
に
「
米
穀
商
社
連
済
社
規
則
案
」
を
提
出
し
て
お
り
、
幅
広
い
米
穀
取
扱
人
で
あ
っ
た
。

伊
丹
文
右
衛
門
宅
が
追
押
印
交
換
の
場
所
に
な
っ
た
こ
と
は
、
有
力
商
人
を
積
樫
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
が
、
伊
丹

文
名
衛
門
も
こ
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
調
の
拡
大
を
計
っ
た
も
の
と
み
れ
る
。

有
力
商
入
居
は
、
藩
札
間
収
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蕗
業
活
動
の
基
盤
、
を
強
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
有
力
商
人
閣
が
政

府
が
進
め
る
政
策
の
担
い

に
も
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
府
は
鴎
業
的
な
支
え
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

政
府
は
政
策
を
推
進
す
る
に
お
い
て
、
県
官
僚
だ
け
で
な
く
臨
多
い
階
層
を
必
要
と
し
た
が
、
藩
札
の
臨
収
に
お
い
て
は
、
地
域
の

有
力
商
人
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
政
権
の
基
盤
を
閤
め
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
手
数
料
収
入
も
商
人
の
活
動
を
進

鹿
家
体
制
の
形

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
有
力
蒔
入
閣
が
政
府
に
縮
織
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

の
で
あ
り
、
統

成
を
促
進
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

(闘

庶

民

に
は
落
札
が
基
本
で
あ
っ
た

の
交
換
で
は
一
八
七
五
年
の
押
印
札
の
交
換
で
多

の
不
足
が
交
換
に
よ
っ
て
生
じ
、
」
庶
民
生
活
に
支
離
が
出
た
こ
と
か
ら
照
庁
は
政
府
に
小
額
貨
幣

藩
札
の
新
貨
と
の
交
換
で
多
く

領
域
に
お
い
て
は
、
小
額
札
が

た
の
は
庶
民
で
あ
っ
た
。

と
り
わ

に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

153 

く
の
影
響
が
出
て
い
た
。



の
支
給
を
願
い
出
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
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鹿
以
上
五
銭
米
満
相
当
の
小
額
藩
札
は
、

民
は
、
押
印
と
い
う
事
態
に
お
い
て
中
央
政
府
の
政
築
に
組
み
込
ま
れ
た
。
に
と
っ
て
は
通
貨
酷
か
ら
政
権
の
変
化
を
認
識
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
廃
薄
に
よ
る
中
央
集
権
体
制
の
形
成
を
庶
民
に
実
感
を
も
っ
て
認
識
さ
せ
た
の
は
、
落
札
と
新
貨
と
の
交
換
で

八
七

月
か
ら
四
月
の
新
貨
と
の
交
換
時
に
は
押
印
で
済
ま
さ
れ
た
の
で
、
庶

あ
っ
た
。
新
貨
体
制
下
に
庶
民
は
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
貨
幣
が
新
ら
し
い
単
位
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
々

庶
民
に
新
政
権
の
存
在
を
窓
識
づ
け
る
も
の
と
な
る
。
新
貨
体
制
へ
の
転
換
を
弔
問
中
く
み
る
ゆ
え
ん
が
こ
こ
に
あ
る
。

廃
藩
そ
れ
は
士
族
障
に
と
っ
て
は
領
有
権
の
解
体
と
い
う
こ
と
か

あ
っ
た
が
、
庶
民
に
と
っ
て
は
、

ど
に
は
廃
藩
か
ら
受
け
る
館
撃
は
大
き
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
区
小
区
制
の
実
施
も
行
政
体
制
の
変
北
で
あ
っ
て
、
司
常
生
活
に

根
本
的
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
し
て
、
新
貨
体
制
の
変
化
は
日
常
生
活
に
お
け
る
価
値
尺
度
の
転
換
で
あ

り
、
意
識
変
革
を
追
ま
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
れ
る
。
庶
民
に
と
っ
て
幕
議
体
制
は
新
貨
体
制
の
確
立
に
よ
っ
て
終
講
ず
る
。

地
租
改
正
も
新
貨
体
制
の
進
展
な
し
に
は
行
え
な
い
。
地
価
が
基
準
に
な
る
こ
と
は
、
新
貨
体
制
の
確
定
が
前
提
で
あ
る
。
こ
の
点

か
ら
し
で
も
、
新
貨
体
制
の
確
立
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
佐
賀
県
内
の
新
貨
体
制
進
展
の
様
相
を
検
討
す
る
こ
と
に

ー
レ
ト
A
F

〉フ。
注

(
1
)

堤
務
次
郎
「
明
治
初
期
に
お
け
る
地
方
支
配
の
形
成
と
士
族
反
乱
」
川

1
同
西
南
学
院
大
学
「
文
理
論
議
」

号
、
間
関
学
説
大
学
。
「
国
際
文
化
論
策
」
一
巻
二
号
)
参
照
。

(2)

白
石
鍋
島
袋
文
翠
。

(3)

問。

(
4
)

「
宮
市
笥
遂
透
」
明
治
蕊
年
自
六
月
到
八
四
月
、
第
百
一
号
。
な
お
、
深
川
栄
治
「
佼
袈
明
機
械
耐
震
と
落
札
交
換
」
(
百
間
以
米
地
火
編
吋
関
税
佐
賀
務
の
務

札
い
九
州
貨
幣
出
入
学
会
、
一
九
八
一
一
一
年
所
収
)
参
照
。

(
5
)

隠
右
、
明
治
r
A
年
48七
月
到
十
一
月
。

巻
二
号
、
二
一
一
一
巻
一
号
、
一
一



7 6 

「
議
駁
侭
滋
賎
」
明
治
六
年
。

問。
五

新
黄
体
制
擁
立
の
時
期
に
つ
い
て

明治初期の誇寺中し怒1史と新災体制総立期についての‘考察

一
連
以
上
五
銭
未
満
札
の
押
印
は

日
か
ら
二
月
十
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

札
は
回
収
さ
れ
、
新
貨
が
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
体
制
が
佐
賀
県
内
で
も
生
み
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
新
貨
体
制
が
確
定
し
て
い
く

状

況

に

つ

い

(

以

下

、

円

単

位

と

略

称

)

を

基

軸

と

す

る

価

鏑

尺

度

体

制

の

形

成

問

題

で

藩
札
の
回
収
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
五
銭
以
上
札
の
新
貨
と
の
交
換
、

J¥ 
七

丹

自
か
ら
四
丹
十
七
自
に
行
わ
れ
、
押
印
札
の
回
収
は
一
八
七

て
お
こ
う
。
こ
れ
は
内
、
銭
、

あ
り
、
両
や
賞
匁
単
位
の
消
滅
過
程
の
究
明
で
も
あ
る
。

(一)

間
佐
賀
本
支
藤
領
域
に
つ
い
て

出
藩
主
爆
財
政
史
料
上
の
検
討

川
田
佐
賀
議
主
鍋
島
家

旧
佐
資
本
務
鍋
島
家
の
家
計
史
料
か
ら
考
察
し
て
お
こ
う
。

三
月
に
ニ

O
O両
の
永
代
貸
付
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
確
認
が
七
一
一

れ
て
い
る
。
記
述
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

J¥ 
七

月
の
「
永
代
御
貸
附
金
渡
方
帳
」
に
は
、

/¥ 
七

に
済
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
永
代
貸
付
は
荷
建
で
行
わ

金
弐
百
両

石
井
小
源
太

155 



中
一
一
一
月

右
犠
内
之
儀
存
候
也

J¥ 
ーじ

一
一
月
段
階
で
は

で
あ
り
、

会
A
山

の
通
貨
単
位
が
適
用
し
て
い
る
。
河
じ

も
陪
じ
よ
う
で
あ
る
。

の
通
貨
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ぞ
れ
が
価
値
尺
度
と
な
り
、

ま
た
流
通
手
段
及
び
支
払
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

年
時
は
ま
だ
幕
藩
的
資
幣
流
通
の
時
期
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

年
八
月
の
「
仮
金
銀
出
納
帳
」
で
最
も
新
し
い
日
付
の
記
述
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

J¥ 
七

首
四
拾
胆
両
九
合
五
均
四
札
五
才

者
大
坂
残
米
売
掛
代
坂
本
経
一
一
一
持
帰
リ
前

一一i司
同

両者
八石
合弁
ハ忠
均兵
六衛
本L持
七借
才金
フじ
入

申
八
月
廿
六
日
占
商
剖
月
十
五
日
迄
弐
百
六
円
分

寅
付
金
に
お
い
て

J¥ 
d七

年
四
月
段
階
で
は
荷
建
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
。
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八
七
四
年
八
月
二
十
六
日
の
日
付
が
あ
る
「
為
挨
現
金
納
」
で
は

御
出
方
之
事

布
市
古
先
月
十
一
日
告
付
ニ
間
交
換
手
形
最
前
若
越
讃
鍛
処
判
的
着
不
致
趣
ニ
付
、
未
現
金
御
渡
方
無
之
候
ハ
¥

明治初期の落札5受理と新笈体制機立販についての 4考祭

(
中
略
)

残
金
五
苔
八
月

右
半
官
当
節
現
金
を
以
上
金
前

と
あ〈
り1
、明

丹治
単七
位年
に成
な八
つ丹
て廿
い六
る日

八
七
ニ
年
十
月
よ
り
翌
七

八
七
四
年
八
月
期
に
は

斥
ま
で
に
か
け
て
の

跡
役
よ
畏
引
送
前
譜
込

一
金
七
百
八
拾
六
円
八
拾
七
銭

四
毛

ホ
り
ブ
心
。

ア
」
斗
」
冊
、

t
l
 次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
鰐
金
詩
払
目
安
」

一
月
迄
精
練
所
御
益
金
投
々
月
俸
其
外
差
引
残
本
文
之
員
数
御
取
締
前

(
中
略
)

ノ
内
占

中
牟
田
貞
之
助

出
納
掛
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正
字
小
判
壱
枚

内

正
字
小
判
壱
枚

円
弐
拾
銭
九
腫
九
毛

以
上

者
現
金
旦
又
帳
酉
を
以
次
年
引
送
ま
へ

円
弐
拾
銭
九
塵
九
J
J
J〕

れ
た
と
み
れ
る
。

と
あ
り
、
円
貨
単
位
と
な
っ
て
お
り
、

一
八
七
四
年
に
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
一
八
七

白
銀
七
枚

金
地
金
量
日
ム
ハ
匁
四
分

銀
地
金
目
壱
震
七
吾
拾
弐
匁
四
分

純
金
目
方
弐
分

純
鍛
目
万
五
拾
八
匁
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小
野
栄
四
部

球1

方

昭

問

中

輔

は

V

」
や
品
、

t

J

 
次
の
よ
う
に
あ
る
。



右
者
跡
役
、
ro引
送
前
詰
込

(
中
略
)

円
八
拾
七
銭

内

金

円
六
拾
銭
五
麗

丹
迄
上
々
様
御
造
料
品
札
(
外
月
計
出
方
前

布
議
申
従
十
月
間
十

明治初期の巡礼務総と新鋭体制b産会;期についての一考察

番
地
所
御
取
入
代
金
出
方
前

(
後
略
)

と
あ
り
、
鍋
島
家
の
家
計
の
算
舟
に
お
い
て
新
貨
単
位
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

載
が
な
い
の
で
不
明
だ
が
、
大
蔵
省
、
開
拓
使
の
持
借
金
の
計
上
な
ど
か
ら
し
て
一
八
七

れ
た
と
み
れ
る
。

そ
れ
ら
か
ら
鍋
島
家
で
は
、

一
八
七

支
が
行
わ
れ
て
い
た
と
も
み
な
さ
れ
る
。

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
円
建
で

の
史
料
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。
表
4
に
お
い
て
、
付
は
一
八
七

た
も
の
で
あ
る
。

J¥ 
七

で
は
金
一
万

0
0八
両
七
合
一
一
一
匁
三
札
閤
毛
と
あ
る
の
が
、

七

と
な
っ
て
丹
銭
盟
勘
定
で

八
七
四
年
で

て
い
る
。
銀
で
は

分
八
鹿
と
あ
り
、
こ
れ
が
「
此
金

五
五
五

O
前
六
合
五
勺

本し

才
」
と
両
建

八
響
、
代
金

五
五

O
円
六

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

七
四
年
に
は
新
貨
単
詮
の
勘
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

J¥ 
七

年
十
月
段
階
で

は
両
、

の
幕
藩
期
の
通
貨
体
棋
に
あ
っ
た
の
が
、

い
つ
作
成
さ
れ
た
か
は
決
算
丹
日
の
記

ろ
と
み
れ
る
。
史
料
作
成
当
初
か
ら

七
四
年
に
は
、
新
貨
単
位
で
家
計
の
収

い
と
み
れ
る
。

年
、
口
は

J¥ 
七

一
八
七

で
は
金

八
七
二
年
が

。
五

れ
て
い
る
。
こ
れ
が

に
作
成
さ
れ

0
0八
円

四
間
匁

八
七
四
年
で
は
「
六
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i鼠食単位の変化ぎ受 4

明治 5年 10月

lE字小判 I枚

金11，008両7合3勺3札 4毛

銀1，057変444匁2分8毛

此会15，550悶6合5勺1札1才

$ 7 Jヲ

明治 7年 5月

lE学小判 1枚

金11，008月73銭3JE立4毛

銀1，057:!!者444匁2分8康

J]:七替代金15，550円65銭1腿 1毛

戊 5月 小野栄沼郎

中総{吉日召

閃仁t清純

出納掛

Ifl司会綴払関安j
illij金計?払問答J(明治的体米従卜丹指uIi.年'1'九月迄間金務払百五)。

it，明治5年10月
明治7年 5!'l

(2) 

出
蓮
池
藩
主
鍋
島
家

160 

で
あ
っ
た
蓮
池
鍋
島
家
史
料
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。

出
蓮
池
落
で
は
藩
札
は
発
持
さ
れ
て
お
ら
、
ず
、
佐
賀
本
藩
札
が
流
通
し
て
い
た
。
家
計

記
録
か
ら
み
て
み
よ
う
。

「
壬
申
僻
家
禄
米
之
内
売
捌
相
成
候
代
金
凡
目
安
」
で
は

一
米
九
千
俵

同
止七里千
荷揚俵
千語
弐ニミ
朱百ノ、
四器
拾雲
間行

九
A 
仁コ

同じ
勺
五
本し

(
後
略
)

と
あ
る
。
家
禄
米
の
売
捌
き
が
再
建
で
な
さ
れ
て
い
る
。

治
四
年
末
十
月
占
間
五
年
山
中
五
月
九
日
迄
凡
目
安
」
、
「
御
造
料
金
凡
目
安
川
「
金
米
諸
払

八
七

に
作
成
さ
れ
た
「
明

「
別
段
金
請
払
自
安
」

の
内
容
で
は
、

い
ず
れ
も
両
、

中めサ
h
v
o

一
八
七
二
年
は
幕
時
の
通
貨
体
制
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、

一
八
七

一
月
に

作
成
さ
れ
た
「
銀
米
議
払
凡
目
安
」
で
は

金
弐
拾
五
万
九
千
百
五
拾
弐
需
壱
合

O
七
札
九
才

一
米
九
百
五
十
八
五

と
あ
り
、
間
建
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

月
に
落
札
と
新
抑
留
一
一

と
の
交
換
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
指
藩
体
制
の
貨
幣
流
通
の
状
況
に
あ
っ
た
と
解
す
る
こ

マ

¥
J
J

l
ノ
1
4
i



と
が
で
き
よ
う
。

「
壬
申
十
月
中
出
納
掛
伺
自
安
」
と
題
す
る
も
の
に
は

一
両
壱
合
間
勺
七
札
四
才

々
機
御
道
具
之
内
東
京
御
取
寄
一
一
付
昌
代
十
郎
一
一
両

と
あ
り
悶
趨
で
あ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は

八
七
三
年
九
月
ま
で
月
々
の
も
の
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
岡
田
単
位
で
あ
る
。

蓮
池
務
は
佐
賀
藩
支
藩
で
あ
っ
た
が
、
参
勤
交
代
を
行
い
、

に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
物
品

明治初期の読泰寺しき受理とwr笈体制確立刻についての一考祭

支
出
関
係
に
お
い
て

の
影
響
下
に
あ
り
、

の
佐
賀
へ
の
帰
毘
と
上
京
な
ど
で

動
向
を
反
映
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

J¥ 
七

一
年
以
前
が
両
建
で
あ
る
こ
と
は
、
円
貨
流
通
の
体
制
が
出
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
た
。

蓮
池
家
は
旧
藩
期
か
ら
金
銭
の
貸
付
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
明
治
期
に
も
継
続
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
記
録
し
て
い
る
「
金

銀
拝
借
帳
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
間
報
は
一
八
七
二
年
十
丹
改
と
あ
る
が
、
内
容
に
お
い
て
は
一
八
八

O
年
ご
ろ
ま
で
追
加

一
一
丹
に
は
銀
納
と
円
納
が
記
較
さ
れ
て
い
る
。

uv、
同
の
内
容
で
あ
る
。

記
緩
さ
れ
て
い
る
。

J¥ 
七

(寸

厘

内
銀
拾
八
匁

国

月
納

ヲi

「ま残
代附銀

金弐
百
弐
拾
弐
匁
弐
分

円
九
姶
七
銭
壱
厘
」

一

〆
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〆
皆
納

二
月
納

仁)

代
金
四
両
ト

内

丹
納

二
円
八
十
銭

O
壱
厘

内

残
金

一
十
銭

丹
五
十
銭

O
壱
麗
月

一子

内

丹
納

一
金
弐
円
三
十

銭

盟

J;勺
間

納

。p
月

付
に
お
い
て
は
、

J¥ 
七

に
正
銀

四
O
匁
一
一
分

屈
が
貸
付
け
ら
れ
、
こ
れ
が
七

月
に
銀

八
匁
が
返
納
さ
れ
、
残

162 



匁

鹿
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
が
、

銀
建
の
記
帳
の
形
式
で
あ
る
。

で
「
代
金
一

て
い
る
。
七

一
…
月
に
は

の
貸
付
銀
ニ
七
五
匁
四
分
七
盟
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
代
金
四
両
五
銭

次

し〉
で、

八
七

八
七
六
と
七
八
年
の
返
納
は
円
単
設
で
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

五
銭
が

丹
返
納
と
な
っ
て
い
る
。
以
後

一
一
月
は
新
貨
で
の
支
払
い
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ハ
円
、
円
円
か
ら
す
る
と

ら
す
る
と
一
八
七

J¥ 
七

二
月
に
は
銀
と
円
の
罵

占
め
ヲ
ハ
ω

こシ」

る
。
什
、
口
に

そ
検
討
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
表

5
で
あ
る
。

ニ
月
納
」

銀
建
の
支
払
い
か
、
新
貨
単
告
で
の
支
払
い
か

に
つ
い
て
、

る
と
旧
通
貨
は
一
八
七

八
七
三
年
は
銀
建
と
円
建
が
併
存
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
七
近
年
以
降
は
銀
匁
で
の
支
払
い
は
な
い
。
こ
れ
よ
り
す

一
八
七
三
、

七
四
年

に
は
あ
ま
り
流
通
し
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
の
点
か
、
り
し
て
、

明治初期の務キu室滋!と新貨体制裕一1L期についての…考霊祭
銀・円支払の変動

が
出
貨
体
制
か
ら
新
貨
体
制
へ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

金
銀
貸
借
関
係
で
新
貨
体
制
へ
の
転
換
が

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

八
七

ら
始
ま
る
こ
と
は
、
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
罷
照
と

の
大
き
さ
が
、

」
こ
に
も
出
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ら

に
関
し
て
、
明

{守 数

銀銭支出 円支出

明治6年 40{号ニ 41件

7 6 5 

8 2 

9 14 

10 5 

11 16 

12 21 

苦笑 5

蓮
池
鱗
島
家
の
状
況
に
お
い
て
、

自
で常
あ(生
るヨ活

i主， rSJl治百年中十月改金綴持{器産設Jo

一
一
一
月
で
は
、
次
の
よ
う
に

右
之
通
憾
受
取
申
上
候

但
東
京
五
御
荷
物
弐
館
運
賃
弁
長
崎
、
5
持
貨
分
一
一
制
御
践
候
、
以
上

一
…
月
一
日

提
出
中
政
官
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~ミ

P上
之
通
棺
渡
候
儀
jj_ 
メL
-z:;;: 

致
存
候

〆
金
五
荷
壱
部
弐
朱

藩
札
の
田
技
が
行
わ
れ
る
以
前
に
お
い
て
は
、
落
制
期
の
貨
幣
単
生
で
あ
っ
た
こ
と
の

端
が
出
て
い
る
。

の
供
給
が
な
い
と
、
新
貨
単
位
で
価
搭
表
示
が
な
さ
れ
に
く
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
が

の
計
上
が
あ
る
史
料
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

は
変
化
し
て
い
る
。
東
京
と
の
関
連
に
お
け

-見

一
ヶ
年
之
お
之
例
制
〆
一
一
月
占
…
一
…
汗
迄
弐
ケ
同
円
分

会
中
略
)

尤
中
十
日
占
六
臼
迄
門
打
数
弐
x
m
m
間
十
一
円
分
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副
島
明
郎

(
朱
印
)

J¥ 
七

一
年
以
後
で

大
木
倫
一
平
渡

加
津
留

診
知
右加
弐
入
渡

加
津
留僕
渡

手
閉
刀

安
太
郎
渡

方士

留

渡



明治初期の務中し殺理とおf主主体制確立j切についての一考霊祭

(
中
略
)

残
米
弐
拾
石
六
斗
九
升
四
合
七
勺
七
等

〆
銀金
七五
費千
七コ
百
も4
1口

問

匁
/¥ 

分
/¥ 

麗

四
毛

金
五
千
四
百
五
拾
五
円
五
拾
六
銭
弐
腹
ム
ハ
毛

入山口

米
弐
拾
石
六
斗
五
升
居
合
七
勺
七
札

丹
忘
陪
六
月
迄
金
米
入
切
高
一
一
御
座
候
、
以
上

成
富
正
願
殿
誠
鍛

~D 

渡

西
江
畏
雄
渡

伺

人

渡

朝
日
清
郷
渡

副
嶋
明
良
渡

横
馬
小
助
渡

米
弐
拾
石
六
斗
九
升
間
合
七
勺
七
札
相
渡
勘
定
相
立
候
、
制
間
部
形
可
被
差
出
候
、

165 



明
治
六
年

第
九
月

殆
ん
ど

と
し
て
銀
計
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
円
が
基
軸
に
な
っ

な
っ
て
い
る
が

な
か
に
は
ヂ
男
や
人
足

て
い
る
こ
と
は
総
計
か
ら
窺
わ
れ
る
。
円
買
は
五

さ
れ
て
い
る
の
に
、
銀
貨
で
は

で
、
こ
れ
を

五

円
四

に
は
家
計
は
円
建
で

円
に
対
し
て
銀
七
割
匁
八
分
の
割
に
な
っ
て
い
る
。
政

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
蓮
池
鍋
島
家
に
お
い
て
も
、

J¥ 
七

ツ
Q 

と

収
支
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
銀
側
格
は
金

府
決
定
の
交
換
比
価
で
あ
る
。

政
府
は
交
換
比
価
の
決
定
に
お
い
て
、
際
関
が
出
し
た
比
価
を
認
め
ず
、

換
は
、
こ
の
比
髄
で
行
わ
れ
た
が
、

い
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

な
っ
て
い
た
こ
と
が
出
て
い
る
。

の
銀
儲
と
交
換
の
比
儲
で
は
、
こ
れ

明
治
七
年
成
五
丹
の
「
貯
敏
様
其
外
御
上
京
之
節
鰐
道
中
御
荷
物
才
領
勘
定
犠
」
は
す
べ

あ
る
。
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金
八
拾
銭

一
一
時
弐
拾
銭

馬
八
疋

人
足
五
人

従
矢
上
江
見
迄

正
ニ
受
取
市
候

五
月
五
日

会
社
回

明治初期の器禁札終理と新災体制確立矧についての一考祭

の
よ
う
に
、
勘
定
帳
に
含
ま
れ
て
い
る
領
収
証
も
新
貨
単
位
に
な
っ
て
い
る
。

の
折

の
関
連
な
ど
で
い
ち
早
く
新
貨
体
制
に
総
み

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

込
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
貨
幣
流
通
が
一
八
七
周
年
段
階
で
は
新
貨
体
制
に
転
換
し
て
き
た
状
況
が
こ
こ
に
も
出
て
い

る
。
交
通
、
金
融
な
ど
の
分
野
で
は
新
貨
体
制
へ
の
転
換
が
比
較
的
早
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
受
け
と
れ
よ
う
。

東
京
と
の
関
連
で
は
新
貨
体
制
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
る
が
、
佐
賀
で
は
必
、
ず
し
も
そ
う
で
な
い
。

蓮
池
家
の
家
族
が
肥
前
藤
津
郡
の
武
雄
と
嬉
野
へ
の
入
湯
に
行
っ
た
折
の
経
費
算
用
は
次
の
よ
う
で
あ
{
日
。

銀
弐
百
弐
拾
四
匁
四
分

此
表
占
武
雄
迄
人
足
一
一
一
入
賞
、
尤
壱
人
語
銀
七
拾
四
匁
八
分
ッ
、

陪
弐
苔
九
拾
九
匁
弐
分

壌
国
占
此
表
迄
入
足
四
入
賞
、
尤
右
陪
断

(
中
略
)

ニ
分
ム
ハ
麗
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一
円
弐
銭
六
一
短
弐
毛
相
渡
御
点
合
被
益
出
司
被
下
候
、

御
越
之
閥
、

一
一
御
座
候
、
以
上

六
月

中
嶋
忠
太

副
鵠
哲
蔵
殿

副
鵜
明
良

円
弐
銭
六
鹿
弐
毛
相
渡
勘
定
可
被
樹
立
候
、
以
上

犬
塚
昌
徳
殿

こ
れ
は
六
月
と
あ
る
が
、

の
資
料
か
ら
し
て
一
八
七

で
あ
る
。
人
足
貨
は
銀
貨
で
計
上
さ
れ
て
お
り
、
合
銀

匁

あ
る
が
、
こ
れ
を

一
一
一
河
二
銭
ム
ハ
厘
弐
毛
と
新
貨
単
金
に
換
算
し
て
い
る
。
こ
こ
で

れ
る
の
は
人
足
箆
な

で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
旅
に
お
い
て
は
銀

ど
が
個
別
別
的
支
出
で
は
銀
貸
支
払
い
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
が
総
括
払
い
で
は

支
出
、
総
括
払
い
で
は
新
貨
単
位
の
ま
と
め
な
の
で
、
新
貨
が
基
軸
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

庶
設
の
日
常
生
活
で
は
ま
だ
銀
建
が
一
八
七
四
年
十
一

ヨ
リ
長
崎
山
川
取
締
道
筋
勘
定
様
」

の
経
費
を
記
し
た

の
領
内
状
証
は
次
の
よ
う

に
も
続
い
て
い
た
こ
と
は
、
蓮
池
家
の
家
族
が
長
崎
ま
で
旅
行
し
た
折

る
一
八
七
四
年
五
月
の
記
録
に
出
て
い
る
。
肥
前
壌
国
郷
で

れ
て
い
る
。

ρム今
岡
.7'" 
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飯
料

拾
四
人
様
合

代
銀
七
拾
日

右
之
通
代
銀
惜
一
一
受
取
申
上
候
、
以
上

成
十
一
月
間
毘

と
あ
り
、

あ
る
。
塩
田
郷
で
は

に
も
適
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
新
貨
供
給
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
も
よ
る
が
、
他
方
で
は
新

明治初期の落札綴辺と新貨体制際立j切についてのーヰ号室笑

J¥ 
戸七

丹
に
も
鍛
造
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
。
兵

に
新
貨
を
導
入
し
て
も
、

Y 
ぐ

れ

は
銀
価
格
が
ま
だ
七

貨
体
制
へ
は
急
に
転
換
で
き
な
い
の
が
、
庶
民
の
自
常
生
活
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

幕
藩
期
の
儲
髄
尺
度
が
基
本
に
な
っ
て
い

し
い
鯨
舘
尺
度
に
よ
る
生
活
に
は
外
的
な
作
用
が
必
要
で
あ
っ
た
。
新
貨
と
落
札
の
交
換
は
、

し
か
し
、

り
わ
け
議
札
が
基
軸
的
役
割
を
演
じ
て
い

た
。
七

ザ
」
斗
品
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

(一)

お
ほ
へ

一
銀
弐
欠

溝
口
紙
壱
帖

同
三
匁
六
分

柄
杓
弐
本

陪
壱
匁
弐
分

水
出
廿
筋

〆
鍛
六
匁
八
分一
一
受
取
市
上
投
出

附
ら
物
産

は
そ
う
で
あ
っ
た
。

に
流
通
す
る
も
の
で
も
な
い
。

ま
さ
し
く
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
。

と

一
八
七
一
一
一
年
は
過
渡
期
の
年
で
あ
っ
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(二)

覚

170 

銀
弐
百
弐
拾
四
匁
四
分

右
之
通
値
一
一
受
取
申
上
候
、
以
上

六
月

新
左
衛
門

中
島
志
太
殿

ハ
門
で
は
柄
杓
、
水
引
な
ど
の
購
入
は
銀
、

え
る
。
七
三
年
で
も
銀
支
払
い
の
状
況
に
あ
る
。

で
支
出
さ
れ
て
い
る
。
七

年
六
月
で
も
銀
払
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

八
七

…
年
五
月
段
轄
で
の

の
購
入
は
鍛
建
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
新
資
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
。
次
の
付
、

そ
の
記
載
内
容
か
ら
、

∞
は
一
八
七

の
領
収
証
で
あ
る
。
領
攻
証
は
支
払
わ
れ
た
貨
幣
の
受
け
取
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
貨
幣
が
使
わ
れ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(一)

覚

一
白
己
ら

百
弐
拾
把

代
銀
一
一
一
拾
九
匁
六
分

右
之
通
髄
ニ
受
取
申
上
候
、
以
上

亥

月

伝
七

上

(二)

，ll4 

5も

弐
拾
七
人



(
中
略
)

〆布
之
通
髄
情
取
市
上
候
、
以
と

明治初期の落札怒辺!と新技体制li{lLli:f援についての一考察

亥
一
月

(一)
で

で
銀
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
。

あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
出
来
の
通
貨
体
制
に
あ
る
。

議
地
錦
島
家
史
料
か
ら
す
る
と
、

あ
る
が
、
銀
支
出
で
あ
り
、

'̂ 

で
あ
っ
た
と
み
れ
る
。

助

な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
分
野
で

の
返

納
も
み
ら
れ
、

七
四
年
に
そ
れ
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
七

日
常
生
活
関
部
で
は
必
ず
し

な
く
、

む7
し

て
い
た
。

れ
て
た
と
し
て
も
、

す
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
こ
と

化
が
そ
れ
ほ

て
い
る
。
し
か
し
、

み
ら
れ
る
こ
と
は
、

ょ
っ

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
が
用
い
ら
れ

に
価
値
尺
度
中
台
転
換
さ
す
も
の
で
な
い
こ
と
が
こ
こ
に
出
て
い
る
。

い
儲
髄
観
へ
の
変

あ
っ
た
だ
の
に
、

に
な
さ

こ
ト
」

て
い
る
。

れ
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(3) 

i問
自

の
中
で
一
八
七

の
史
料

~1.， カユ
たら
「検
諸討
銀し
納て
出お
方こ〈
目う目
安
|懐

は

す
<< 

172 

の
親
類
同
格
で
あ
っ

に
よ

き
ょ
げ
で
あ
る
。
次
の
よ
う

れ
て
い
る
。

納
右
務
取
正
月
一
兆
日
御
上
京
之
節
、
御
家
禄
銀
投
(
外
今
井

郎
介
納
本
文
之
員
数
有
銀
前

お
点
制
米
秋
僻
家
禄
米
首
宜
捨
石
商
卒
回
線
介
、
以
僻
貸
附
之
内
、

間
弐
捨
四
質
問
苦
八
捨
匁

付

〆

右
陪
入
納
百
.
五
捨
石
辻
皆
納
お
向

(
後
略

と
あ
り
、

の
記
帳
で
あ
る
。

!¥ 
七

で
は
銀
建
が
基
軸
に
な
っ
て
い
る
。

新

貨

条

例

が

出

さ

れ

て

も

、

の

通

貨

体

制

に

あ

る

の

は

当

然

で

あ

る

が

、

そ
れ
も
薄
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た
一
八
七
三
年
四
月
以
降
に
な
る
と
様
棺
が
異
な
っ
て
く
る
。

「
別
段
方
利
金
取
立
帳
」
と
い
う
史
料
が
あ
り
、
表

6
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
八
七
二

の
下
付
が
な
い

八
七
二
年
段
階
で
は
、

と
七
三

で
は
い
ず
れ
も
金
ま
た
は

銀
価
格
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
八
七
に
な
る
と

i
の
よ
う
に
円
銭
単
位
に
な
っ
た
も
の
と
、
口
の
よ
う
に
銀
価
格

の
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
の
場
合
で
も
円
銭
価
格
へ
の
換
算
は
行
わ
れ
て
い
る
。
一
八
七
四
年
に
お
い
て
は
借
用
人
七

は
利
息
が
鍛
納
め
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、

れ
る
もの

う
ち
で
銀
表
示
は

七
名
で
あ
る
。
ま
だ
三
分
の

一
八
七
四
年
時
に
お
い
て
も



明治初期の務札経理と新貨体制確立賂についての一考察

別段方支出内容

lおト〈1明治5年11f:l 明治6年11月 明治 7年 11月

き箆:1:助 正金3両 金3両 3月

諸嶋武1L徹門 正金3雨 金3淘 3円

古場神蔵 金3両正金3再 3P'l 

正銀234匁8分 銀234匁8分 3丹13銭8屡 1毛

山沼伊八 IE銀285匁6分 銀285匁6分
銀29山分) 銭 l =7 門78~6 箆
JJ 290匁6分

II 
中 i潟多 5ち 正銀22匁 銀20匁 銀20匁8分=38分5慶

正金 1尚 2分

霊祭 S

法，明治5年=i明治五年壬申十一月Ilti段方利釘年劉取立桜J，
明治6年=r明治六年発爾十一月別役万平ぜ留年叡j金星取立綴j。
明治7年=iFX;十一月別段方金立総J。

利
息
関
係
で
は
銀
貨
が
扱
わ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
た
だ
銀
は
い
ず
れ
も
丹
銭
に

換
算
さ
れ
て
い
る
の
で
、
続
簿
作
成
に
お
い
て
は
、
円
銭
価
格
で
統
一
的
な
把
握

が
目
指
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
給
与
、
物
品
支
払
代
金
な
ど
の
支
出
で
あ
る
が
、

一
八
七
四
年
に
も
銀
支
払
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
新
貨
体
制
が
ま
だ
こ
の
年
に
は

確
定
せ
ず
、
出
来
の
髄
格
基
準
も
適
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
八
七
二
年
十
月
に
作
成
さ
れ
た
「
御
帰
県
中
小
払
銀
請
払
較
」
よ
り
検
討
し

て
お
こ
う
。
「
御
蕗
万
江
賄
」
の
費
目
で
は
次
の
よ
う

れ
て
い
る
。

一
銀
四
匁
右
ハ
塩
壱
俵
代

間
五
分
右
ハ
と
ふ
婦
半
丁

一
同
弐
匁
右
ハ
と
ふ
婦
こ
ん
に
ゃ
く
代

と
あ
り
、
銀
匁
単
位
で
あ
る
。
こ
の
史
料
末
尾
に
は
「
帳
内
合
銀
弐
貫

O
六
拾
閤

匁
弐
分
五
塵
」
と
あ
り
、

そ
れ
に
続
い
て
「
此
金
一
一
一
捨
一
向
壱
分
壱
朱
銀
一
一
一
匁
」
と

円
建
の
換
算
が
な
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
銀
建
、
円
建
の
経
費
計
上
で
あ
る
。

八
七

一
月
二
十
九
日
に
作
成
さ
れ
た
「
申
十

の
「
御
膳
方
江
賄
方
」
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ヶ
月
御
帰

月

県
中
銀士銀
五日請
匁払
帳

塩
世
官
接
代
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開立問 t~
拾蕊拾"
匁五
匁

牛
肉
一
一
…
斤

174 

牛
肉
二
斤

と
あ
り
、
問
史
料
内
は
す
べ

と
あ
り
、
此
年

あ
る
。
末
尾
に
お
い
て
も

!¥ 
七

に
は
円
換
算
は
さ
れ
て
い
な
い
。

一
月
サ
九
日
占
第
二
月
一
日
迄
東
京
御
越
方
銀
謂
払
帳
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
東
方

御
一一越
閥均間関銀空方
五!¥ !¥J'j L_  
拾匁拾平で
六 回日は

匁匁
!¥ 
分

銀
建

に
な
っ
て
い
る
。

に
作
成
さ
れ
た

御
持
越
之
荒
箱
作
用
大
工
手
間
六
日
分
、

四
す
釘
八
十
本
、
一

七
嶋
表
八
枚
代
、

一
日
拾
四
匁
ニ

右
向
軒
、

寸
九
拾
四
本
荒
棺
打
渡
用

付
七
匁
菅
分
一
一
〆
荷
包
用

と
あ
り
、
銀
建
計
算
で
あ
る
。
末
尾
に
お
い
て
は
「
帳
内
合
銀
副
賞
七
百
五
拾
壱
匁
七
分
」
と
あ
る
が
「
此
金
六
拾
一
一

み
で
あ
る
。
史
料
作
成
時
に
は
記
帳
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み

盟
五
毛
」
と
添
脅
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
間
接
簿
作
成
後

れ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

!¥ 
七

一
月
段
階
で
は
、
銀
建
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

旧
佐
賀
藩
領
域
に
お
い
て
は
、
銀
札
が
中
軸
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
な
い
時
期
に
は
、
銀
札
価
格
が
適
用

し
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、

!¥ 
日じ

一
月
段
階
で
も
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
、

で
は
一
八
六
九
年
に

!¥ 
七

発
行
さ
れ
た
金
札
は
大
き
な
役
裂
を
演
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
銀
体
系
に
あ
っ
た
こ
と
を
議
付
け
て
い
た
。

一
日
か
ら
作
成
さ
れ
、
翌
七
年
七
月
ま
で
の
こ
と
を
記
し
た

の
古
い

に
は
、
次
の
よ
う

れ
て
い
る
。

多
布
施
川
、

自13
君主
銭付

四
厘

一
戸
副
長
井
手
代
給
料
、

八
回
江
波
方
入
寮
制
御
出
銅
前

松
原
川
波
方
犬
丸
割
合
右
問



問
間
関
門
口

一
向
七
捨
四
銭
九
庫
七
毛

盆
御
祭
ニ
付
御
燈
炉
料
本
管
渡

と
あ
り
、
円
単
位

に
な
っ
て
い
る
。
帳
簿
の
末
尾
に
お
い
て
も
「
一
一
廉
合
金
四
百

O
九
円
弐
拾
四
銭
五
庫
五
毛
」
と
あ
る
。
明

ら
か
に
一
八
七

ら
は
新
貨
単
位

に
な
っ
て
い
る
。

明治初期の漆札慈滋と新笈体制{波及:郊についての一考察

一
八
七
四
年
四
月
に
作
成
さ
れ
た
「
御
帰
県
雑
繁
金
小
払
帳
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
三
月
九
日

・
一
金
弐
拾
銭
七
盟
五
毛
シ
ン
テ
!
レ
イ
拾
匁
弐
匁
入
瓶
壱
ツ
代
迄

新
馬
場
、
ru道
組
元
町
深
川
嘉
一
所
超
人
力
車
弐
挺
賛
銀

御
菓
子
其
外
代
、
八
富
農
椛
十
渡
、
各
町
井
手
御
擢
一
一
付

の
費
用
計
上
で
あ
る
。
末
尾
に
お
い
て
も
「
帳
内
合
金
百
七
拾
五
月
間
拾
五
銭
七
麗
弐
毛
」
と
あ
り
、
同
じ
く

八
七
四
年
時
に
は
新
貨
体
制
が
閉
ま
っ
た
年
と
み
な
せ
よ

間
壱
円

と
あ
り
、

新
貨
単
伎
で
総
経
費
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、

つ。

八
七
一
年
七
、

八
、
九
月
の
「
銀
請
払
帳
」
、

の
「
銀
誇
払
月
目
安
帳
」
で
は
、
報
内

す
"之

か
れ
、

に
は
合
銀
と
こ
の
円
建
へ
の
換
算
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一方、

一
八
七
六
年

月
か
ら
七
月
ま
で
、
同
年
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
こ
と
を
記
し
た
「
制
御
定
金
其
外
讃
払
自
安
帳
」
で
は
、

す
べ
て
円
単
位
で

に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

一
八
七
三
年
五
月
以
降
か

四
年
が
銀
建
か

へ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

藷
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た

ー、、
J

J

F
/
2
4
t
 

月

四
月
が
転
期
に
な
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。

で
は
在
地
の
動
き
が
中
心
に
出
て
い
る
が
、

の

て
い
た
が
、

そ
れ
に
は

J¥ 
七

藩
札
回
収
期
以
詩
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
出
て
い
た
。

日
常
生
活
の
支
出
状
況
を
記
し
た

175 

か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。



八
七
一
年
九
月
四
日
か
ら
翌
五
年
七
月
三
自
ま
で
の
帳
簿
記
載
は
す
べ
て
両
、
匁
表
示
で
あ
る
。
「
茶
代
賄
方
」
の
費
自
で
の
記
述

176 

は
左
銀去の
コゴよ

つ
で
あ
る

開明
四日右

匁者
五次
分茶
用
と
ふ
婦
7c 

ん

や
く
代

場
壱
俵
代
、
位
奈
讃
用

一
同
六
匁

斤
代

七
日

一
間
四
匁
五
分

右
者
塩
壱
懐
代

と
臼
常
生
活
品
の
購
入
は
銀
で
行
わ
れ
て
い
る
。

金云八
拾王七
円一一日手
の
帳
簿
は
残
てコ

て

な

カま

七
四
年
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

か
な
り
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
「
金
」
と
し
た
費
目
で
は

原、
ro請
取

同音
弐王ヲi
もd.1.1.A
7口臼口

円済

請
銀

右
者
御
欝
主
方
拐
又
源
堀
殿
制
御
出
其
外
小
払
用

請
銀

右
半
制
御
帰
県
方
小
払

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
円
表
示
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
開
じ
二
月
で
も
「
小
払
」
と
し

は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。



一
一
月
九
日

一
銀
五
匁
五
分

金
七
銭
四
麗

同時金向河野中
弐H 弐 (さ略
f良一匁円)尽

四 回自
分匁8

明治初期の落札整理と新貨体制j確立期についての一考察

二
一
銭
弐
盟
四
毛

牛
肉
壱
斤

か
ん
吉
路
弐
升

石
井
又
太
郎
・
鮎
川
瀬
蔵
白
芯
迄
早
飛
脚
脚
-
一
荷
罷
越
一
一
付
人
力
代
取
替

と
ふ
婦
弐
丁

蛾
壱
斤

沼
田
辰
之
助
平
追
為
白
石
罷
越
ニ
付
路
費
用

塩
代

(
後
略
)

こ
こ
で
は
銀
と
円
で
の
支
出
計
上
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
品
で
は
銀
、
路
貨
や
は
、
支
出
一
二
六
回
の
う
ち
円
支
出
は
一
二
回
の
み
で

そ
れ
を
円
に
換
算
し
て
お
り
、

八
七
四
年

月
に
は
円
で
の
支
出
も
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

あ
る
。
こ
れ
よ
り
す
る
と
、
円
建
で
の
体
制
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
銀
支
出
の
中
で
も
、

買自立
銀えてE

拾主

匁

十
七
銭
一
二
一
腹
七
毛

弐岩間i司
匁H 壱H
円
五
十
銭

弐
銭
七
盟

円
建
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
閉
じ
帳
簿
で
「
御
衣
装
方
」
の
費
目
で
は

ど
は
円
で
支
出
さ
れ
て
い
る
。
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絹
結
城
嶋
御
綿
入
壱
ツ
、

一
〆
高
前

引
合
済

五
日
帯
御
袴
壱
懸
代
、
組
組
締
嬬
御
筒
檎
用

金
小
中
山
十
沢
村
蹴

銀
拾
八
匁
七
分

結
城
嶋
御
綿
入
仕
立
賃

(
後
略
)

と
あ
る
。
衣
類
の
綿
入
や
仕
立
に
関
す

あ
る
が
、
円
建
と
匁
建
に
な
っ
て
い
る
。
ま
だ
円
建
に
必
、
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な

ぃ
。
し
か
し
、
円
建
で
経
費
を
把
握
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
匁
建
の
場
合
も
円
建
で
換
算
し
て
い
る
こ
と
や
、

一
一
一
拾
河
七
拾
五
銭
一
二
一
短
五
毛
」
と
円
建
で
ま
と
め
て
い
る
こ
と
に
出
て
い
る
。

の
購
入
な
ど
は
銀
建
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、

ま
だ
こ
れ
ら
物
品
価
格
が
銀
匁
価
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
帳
簿
の
費
回
総
計
な
ど
が
円
建
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
円
銭
腫
の
貨
幣
単
位
で
思
考
す
る
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
み
れ
よ
う
。

階
で
は
旧
藩
貨
幣
鮮
と
新
貨
体
制
の
併
存
期
で
あ
る
が
、
次
第
に
新
資
体
制
に
統

八
七
四
年
段

化
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ

ぅ
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、

一
八
七
三
年
か
ら
七
四
年
が

つ
の
画
期
を
な
す
と
み
な
せ
る
。



明治初期の慾札務理と新笈体制Ul譲治WJについての 考察

霊祭 7 IEl御山方役目記金銭関係記述
I _____ 事項

(明治8年)

項

長浜強場売δ弐斤懸取，代銭壱笈六百文

松長と効，t誇之允参り，昨年より望いたし代金八両三歩二〆予告ル

内金弐跨懸銭之考察

源友衛門銀納之内，金拾五前途ス

牛代残金弐両次郎へ格渡ス

務弐百三拾弐抱予言lレ，代銅銭壱文

助問良[iδ桃灯持参旅資銅銭八拾文選ス

おさんδ塩弐俊銭{表ニ{寸七十七文之由

炭弐f表繁}蕊δ求，代総銭百十文

伊万援ノ者δi泊壱チ十代壱3哲三卜文ニ〆寅

所々へ米壱後半，代金三前夜歩弐朱ニ〆売ル

薬代を露八百六文選ス

しゅ路皮八十五枚代銭壱索百九卜文ニ〆ミjミル

五:鴎表寸枚求ル， f~壱円拾E.銭

米弐後予言ル，代金問問弐歩弐朱

さとへ米議後予言/レ，代金弐阿壱歩壱朱

~ 

1913 

9Fl3臼

8年 1月28日

19日

27日

28臼

4 Fl16臼

5月7臼

7月21日

26日

8 FJ 1613 

2月8臼

3月713

〆

八百ff.δかます拾三ツ，代銅銭Ei文

J志け崎議廿七歩八次郎を以相談いたし絞処，代弐岡弐朱ニ〆所縫いた

7日

23日

10Fl13Eヨ

し呉{渓

米之助諮金弐河相波ス

キ守代弐拾li銭t君主主へ絡i度ス

3ドまを・開条・破釜・小破釜〆問ツ修理，六拾銭波ス

27日

llR 9日

16日

12月23日
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2 

田
銅
山
方
役
家

史
料
上
の

回
出
佐
費
藩
御
山
方
役
を
勤

め
た

A
家
の

か
ら

検
討
し
て
み
よ〈
うき

照
明
治
六
年
は
十
二
丹
一
二
十

一
日
に

い
た
し

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
す
べ

て
金
銭
関
係
は
幕
藩
期
の
通

ホ
ωマ
hv

。

明
治
七
年
も
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
、
十
月
十
六
日
に
「
其

ツス
」
と
あ
り
、

校， 1m日jより作成。
異じ に
なで明な
つあ治っ
てる八て
いが年い
る、もな
。や基い

|苛や本
年趣的
のきに
金が問



(明治9年)

話在宅 事 項

9年 2月14日 灘六姶七抱売ル，代銭壱震七百文取

3月12臼 鎌代拾三三銭大場鍛冶へ棺波ス

14 El 里村油売δ壱升貿拾七銭ニ〆求ノレ

24日 東分団地市次郎相談ニ付，代金六拾五円ニ〆所裂いたし候様如何可然

哉内談候事

26日 沼地代之内三拾五円庄次郎持参いたし受取

5月20日 米弐俵売ル，代金弐円九十五銭ニ〆

閏5月4El 鶏弐羽拾五銭六康ニ〆求ル

5日 肴売岩音右塩小鯛八ツ代金拾五銭八鹿ニ〆求ル

22臼 しゅ路皮貿入として倉吉へ金弐拾五銭八鹿

6月1臼 庄次郊， ]i気分，地代金五円持参ニ付議出

22臼 牛壱疋代金四円五拾銭ニ〆求ル

7月17日 倉之効へ鋤代壱E君主E百n十文遼ス

9月25臼 長浜綴箆よA弐斤拾六銭ニ〆懸取

10Jヨ6尽 東介地代金拾円庄次郎δ受取
21日 小魚、六ツ代金問拾五銭ニ〆王手お衛門δ求ル

24日 国太郊借用筋ニ付金拾四円持参ニ付，庄次郎参りj霞食出ス

11月13El 糸代壱円[!]拾銭遊ス

!日御山方役臼記金銭関係記述内記察8

銭
関
係
が
記
述
さ
れ
る
も
の
を
示
す
と
、
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7
の
よ
う
で
あ
る
。
幕
藩
期
の
通
貨
単
位
で

あ
る
が
、

八
月
以
詩
に
な
る
と
円
単
位
で
の

記
述
が
出
て
く
る
。
八
月
十
九
日
に
「
五
嶋

表
十
枚
求
ル
、
代
壱
円
拾
五
銭
」
と
あ
り
、

円
単
註
に
な
っ
て
い
る
。
十
一
月
以
降
は
円

単
位
で
あ
る
。

明
治
九
年
は
ほ
ぼ
円
単
位
に
な
っ
て
い
る
。

表
8
の
よ
う
で
あ
る
。

一
月
十
四
自
に

六
拾
七
抱
売
ル
、
代
銭
壱
貫
七
百
文
取
」
と

あ
り
、
銭
で
貴
文
単
位
で
あ
る
。
七
月
十
七

自
に
も
「
倉
之
助
へ
鋤
代
壱
賞
五
百
五
十
文

ス
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
寅
文
単
位
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
九
年
で
は
、
こ
の

一
件
し
か

註:， I日記jより作成。

な
い
。
他
は
い
ず
れ
も
円
単
位
で
あ
る
。
明

治
九
年
は
新
貨
体
制
が
確
定
し
て
い
る
と
み

れ
る
。以
上
か
ら
す
る
と
、

で
は
、
明
治

八
年
十
月
ま
で
は
幕
藩
期
の
通
貨
が
使
わ
れ



明治初期の溶札援現と新主主体制確立期についての一考察

領I[文書Llこの変化

年月 日 額 返済期間

明治2年4月28El 3苅3銭 当9月限
2年3月 55両 当10月限
2年12月 辛子31俵半 4月限

代銀8箆32匁5分
2年 1月 立金16両l分2朱 当3月限
5年6月20臼 銀130匁 当中7月中
5主!三1月23日 lE金25前 51ミ
6年 l月初日 正金20雨 当2月限
7iド6月 金30門 当7月限
7年9月 金933汚90銭6!竪
7年7月25臼 金1，000内 8月限
7f手6月5日 金10間 11月限
8年4月4臼 金100p:j 当12月限
7年7月5日 正念200丹 当9月
7年10月 会250丹 当10月
7年10月15日 金15円 さ当11月

7年6月 金50河
7 f.ド5月3臼 金150円
7 ，ド1月22El 会1，400円

7年I河12日 会100円(代金入金分)

7生存4月108 100円(柳川種子500後代)

8年6月 9月75銭(屋敷形28銭61]室長仮代)

霊祭S

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
同
年
十
一
月
以

降
は
円
単
位
に
な
り
、
明
治
九
年
は
新
貨
の
使
用
体

制
に
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
八
年
十
一
月
頃
が
転
期
で
あ
る
こ
と
は
、

厘
か
ら
五
銭
未
満
の
小
数
貨
幣
の
新
貨
と
の
交
換
が

行
わ
れ
た
以
降
に
転
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

3 

務
家
史
料
上
の
検
討

号忽

電

家

幕
末
期
に
は
酒
造
業
を
営
み
、
金
融
活
動
も
行
い
、

か
な
り
の
土
地
も
集
積
し
た
弥
富
家
の
史
料
か
ら
検

討
し
て
み
よ
う
。

表
9
は
弥
富
家
の
貸
付
金
関
係
の
史
料
で
、
借
用

年
月
日
、
が
ω

記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
ま
と
め

I主， rlãlll~正j よりfFl災。

た
も
の
で
あ
る
。
明
治
ニ

力、

ら

で
は
、

用
誌
は
両
建
で
な
さ
れ
て
い
る
。

弥
富
家
の
貸
付
状
況
を
反
映
し
た
借
用
証
で
、
措

用
金
額
の
表
示
は
、
明
治
六
年
一
丹
ま
で
は
両
銀
建

で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
藩
札

181 



の
通
貨
単
伎
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
事
例
が
余
り
多
く
な
い
が
、
表

9
か
、
り
す
れ
ば
、

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
借
用
証
関
係
で
は
、
い
ち
早
く
新
貨
体
制
に
取
組

ま
れ
た
と
み
れ
る
。
こ
れ
が
明
治
七
年
で
あ
る
こ
と
は
、
藩
札
の
回
収
が
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
と
み
れ
る
で
あ
ろ
う
。

八
七
五
年
九
月
に
は
円
建
で
の
貸
付
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
新
貨
と
の
交
換
直
前
に
お
い
て
は

明
治
七
年
以
降
が
新
貨
価
格
で

に
お
い
て
も
、

利

出

伝

八

和吉
守:;3
E忌')
，正当←|

円二
四ゑ
十五
笈五月
古銭フr

寸
一
一
月
ヨ
リ
m
間
同
月
滋
況
ヶ
月
分

利
金
弐
丹
四
十
銭

〆
一
見
利
金
四
十
弐
円
割
十
銭

一
十
混
同
け
況
什
口
約

(
中
略
)

中真

_L. 

/¥ 

又

亥
八
月
間
五
十
月

〆
元
利
金
五
十
一
二
円

?
?
二
月

自
皆
納

に
し
て
お
り
、
元
利
と
も
に
円
銭
単
位
で
あ
る
。
利
息
計
算
も
円
銭
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

七
五
年
時
に
は
新

貨
体
制
が
基
軸
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

八
七
五
年
は
ほ
ぼ
薪
貨
が
倒
値
尺
度
の
基
本
と
な
り
、
流
通
手
段
や
支
払
手
段
と
し
て
も
基
軸
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
で

も
出
て
い
る
。
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明治初期の漆札護壊と新貨体制確立期についての一考察

大福1阪記線内容

防〔 明治 5 年 明治 6 年 明治 7 年

① 1 F115日入800関 1月2臼入680雨 ③ 1月138 100内
16日出200匁 出1雨3歩 15日 100河
24日入22阿 入43両10 168 301弓

228 出40雨 入12関2会 178 480円20銭

入52前 17日 107前2歩

12月258113拘7合2均 出60匁 664円20銭

230雨 1月23日出 7碍 12歩 22日 125月

11両 3歩 出3両3歩 50円

268 1紫20匁 24日出100両 50河

27日出 5両 4月158453円12銭5媛

出10匁 ② 6月21臼銀180匁

出285匁 10月68 金6潟

31日出43問 10日金3両

出H号 12日銀160匁

出30両 金 1潟

出7気回 13日銀240匁

入84雨 14日銀370匁

入90尚 11月5日金30両

入5殉 金335阿

金237潟85金

11日金50悶

言疑問

注①=rt封入綴J(明治五年lE月百日)。
②=  I大樹万主主J(明治五三E市正十月一日)。
③=  I大衛総J(明治七年一月十ー日)。

次
に
大
福
帳
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。

表
刊
は
一
八
七
一
一
、
七
一
一
一
、

七
四
年
に
つ
い

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
七
二
年
は
貨
幣
の

出
入
が
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
出
入
の
日

ご
と
に
記
接
さ
れ
て
い
る
が
、

七
三
年
十
月
、

十

丹
、
七
四
年

丹
、
四
月
は
表
に
あ
る
も

の
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
若
干
不

備
を
伴
な
う
が
、

一
応
の
検
討
は
で
き
る
。

八
七
二
年
は
支
出
さ
れ
た
り
入
金
さ
れ
た

り
し
て
い
る
貨
幣
単
位
は
、
両
と
貫
一
匁
で
あ
る
。

両
、
銀
建
が
基
軸
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況

は
七

に
お
い
て
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
需

と
匁
で
あ
る
。
こ
れ
が
七
臨
年
一
丹
に
な
る
と

円
建
に
な
っ
て
い
る
。
七

月
か
ら
が
丹

建
で
あ
る
こ
と
は
、
新
年
に
な
り
円
に
統

し

て
記
帳
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

七
四
年
に
は
円
単
位
で
把
謹
し
よ
う
と
し
た
と

解
せ
ら
れ
る
。

大
福
帳
に
お
い
て
も
、
七
三
年
が
転
換
期
で
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あ
っ
た
こ
と
が
出
て
い
る
。
新
貨
と
藩
札
の
交
換
の
意
義
が
、
こ
の
面
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

184 

一
八
七
四
年
一
月
か
ら
七
五
年
五
月
ま
で
の
出
入
を
記
し
た
「
肪
金
貸
方
出
入
帳
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

明
治
七
年
一
月
ニ
十
九
日
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

先
後
川
崎
や
善
右
衛
門

留
次

郎

成
一
月
け
九
日

一
金
七
百
円

元利幸
和足耳右
〆拾利
金両足
七五月
百合壱
捨部
再半
玉〆
.L. て二
口 一一
丹
限

引
当

分
金
六
百
五
捨
両
、
自
金
百
両
、
預
リ
金
部
等
差
出
ス

右
成
ニ
月
七
日
受
取
ニ
成
ル

と
あ
り
、
円
単
位
で
あ
る
が
、
利
息
は
閥
単
位
計
算
で
あ
る
。

円
建
計
算
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
二
月
七
日
に
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

川
崎
や
善
右
衛
門

藍

一
一
階
、
が
一
円
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
両
単
位
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
で
は

五

成
…
一
月
七
日

一
正
金
弐
千
六
百
三
捨
五
円

右
利
足
月
壱
分
半
ニ
〆
四
月
線
、
引
当
大
判
壱
枚
、
慶
長
小
判
捨
四
枚
、
小
判
弐
百
五
捨
枚
、
姫
小
判
弐
百
枚
、

両
、
新
弐
朱
金
百
六
捨
時
、
〆
制
御
預
リ
龍
候

成
m
問
問
迄

利
足
金
百
捨
八
円
五
捨
七
銭
五
厘

元
利
〆
金
千
七
苦
五
捨
三
円
五
捨
七
銭
五
厘

一
分
金
千
富



と
、
す
べ
て
円
建
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
以
後
は
す
べ
て
円
建
表
示
で
あ
る
。
前
金
関
係
で
は
一
八
七
四
年
一
月
に
は
す
で
に
円
建
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。

肪
金
貸
方
で
利
{
岡
山
計
算
が
七
四
年
初
期
に
は
新
貨
単
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
金
銭
貸
借
で
は
新
貨
体
制
へ
の
転
換
が
比
較
的
平

く
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
常
生
活
で
は
旧
貨
で
の
取
引
が
七
四
年
時
に
も
度
々
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
貨
幣
制
度

の
転
換
は
、
金
融
面
な
ど
が
比
較
的
対
応
が
速
み
や
か
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
府
の
財
政
基
盤
の
形
成
も
金
融
関
係

明治初期の議中し整理と新食体制IJll建立期についての一考察

に
あ
っ
た
と
み
れ
る
。

勾正

幕
末
期
に
佐
駕
藩
府
連
を
勤
め
た
武
富
家
の
史
料
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。

武

蜜

""" 議

領収証での単位

年 月 綴

明治2年3月 正100碍

2年4月 正金3，000荷

3年5月
(討し1，00嫡

金源200雨

3年8月 lE銀30]雪333匁3分4屡

3年12月 金60両

3年6月 金150両

3年6月 lE金20荷

3年 7Fl 正金17雨

5年 金5淘

6年10月23臼 金10河

7年9月 金95円

7年10月11臼 金100内

7年9月6B 金30内

7年1月 金30円

8年2月初日 金109円37銭5箆

8年3月27日 金230円

9年11月12仔 金25河

9年2月13日 300円

9年2月14日 295月

9年2月10日 5円

畿11

年
月
が
記
さ
れ
て
い
る
領
収
証
に
つ
い
て

み
る
と
、
表
立
の
よ
う
で
あ
る
。

J¥ 
七

年
ま
で
は
両
、

あ
る
。
こ
れ
が

七

に
は
円
単
位
と
な
り
、
以
後
円

i主， r領収証jより作成。

新 と十こな単
賀高を月といイ立
基額皮以がので
準取映韓窺であ
に守iしはえ、る
な関た円る高
り係内建が額領
つで容の、取~文
つはで取取引証
あ七あ引引にで
る三るに際伴の
こ年。な係う金
と十 つでも額
が月 てはのは
出以 い七で小
て蜂 る三あ額
いが こ年るで
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石掛金上納内訳

大区 村名 上納年月
綴

上人納数!]、区
銀 間 河

望電 匁 分毛 拍1 多 5転 内 鈴鹿1

4 1 高太郎 8年7月 235 7 7 

11 2 6 7 386 3 3 

11 3 奥井村 6 12 488 2 5 

5 沼手村 6 7 35 33 1 

7 l 徳富村 3 9 6 6 29 

11 2 徳E吉村 6 105 5 26 

11 2 大堂村 83 8 19 

11 2 山領村 172 5 6 27 

11 2 為:重村 6 11 542 4 7 38 

11 11 11 11 11 53 4 7 31 

11 11 11 11 11 20 9 8 18 

11 11 11 11 11 5 5 5 

11 11 11 11 11 10 5 4 

8 1 6 3 9 668 2 15 1 2 184 

11 2 今宿 7 618 8 9 1 2 7 88 

9 1 6 2 1 691 5 2 5 3 2 

11 2 6 3 9 668 2 15 3 13 4 

11 2 金jz村 6 3 1 811 8 5 

11 2 千平吉村 314 48 

14 2 E草子村 2 65 3 

21 1 高木村 6 2 341 1 32 

11 l 東南材す 6 2 167 4 9 68 
明日一一一一一一一一一…

荻12

る
が
、
こ
こ
に
も
新
貨
と
落
札
の
交

換
後
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
新
貨
体

制
へ
の
転
換
は
交
換
が
闘
期
に
な
っ

186 

て
い
る
。

武
護
家
は
大
阪
や
長
崎
な
ど
の
取

引
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
貨
体

制
へ
の
対
応
が
比
較
的
早
く
な
さ
れ

た
と
み
れ
る
。
七
一
二
年
後
半
期
が
犠

収
証
か
ら
し
て
転
換
期
に
な
っ
て
い

帆
る
が
、
そ
れ
は
交
換
の
意
義
+
伊
」
裏
付

付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

M

4

造
営
関
係
史
料
上
の

伴

検

討

治明
一
八
七
一
年
一
月
十
八
日
に
逝
去

院
し
た
鍋
島
産
正
を
記
る
た
め
の
お
常

滋山
町
の
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
折
の

側
経
費
一

一
一
こ
刊
。

没

か
ら
検

し
て
お

表
12 

の
献
納
金
を
、



銀
、
両
、
円
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
士
族
と
卒
の
家
禄
に
掛
け
ら
れ
、
村
ご
と
に
ま
と
め
て
上
納
さ
れ
て
い
る
が
、
銀
で
の
よ
綿
が

主
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
二
、
一
一
一
丹
は
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
終
っ
て
い
な
い
時
期
な
の
で
、
銀
納
が
基
軸
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と

し
て
も
、
両
年
十
一
月
で
も
銀
納
で
あ
る
こ
と
は
、
銀
で
の
調
達
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
家
捷
一
石
に
つ
き
銀
一
匁

上
納
が
基
準
に
な
っ
て
い
た
よ
う

明治初期のi洛本L~寝耳主と新食体制確立郊についての一考察

言者支払内訳

年月 口Eコ口 名
額

銀 F守
をド IJ 1語 匁 分毛 内 銭[ぽ

6 6 紙， i出 43 7 

11 11 こと器， 数の子 123 2 

11 11 t出d込 83 50 

6 11 桧 15 224 8 

11 1/ 繍 34 

1/ 11 紙 339 9 5 

11 1/ 都i 6 

1/ 1/ l沙手Ij 2 367 

I! !J 予告 250 3 2 

1/ I! 長室線瓦 21 86 9 

II II 竹主{ 200 

II 1/ 金量十 8 86 

1/ 1/ 自15 3 937 5 

1I 1/ ti.密資 (396人) 69 22 3 

1/ 1/ 五せ針 1 496 47 58 6 

1/ II l'一j氏合h 83 4 7 

1/ II 明L 3 625 5 

1/ II ふとん 8 70 

II 1/ 桧板 50 

1/ 1/ 需主!奨 55 

1I 1I およ (180人) 37 41 2 

7 4 日康食 (125人) 231 50 2 

II II 石ユ; I 8 

務13

な
の
で
、
銀
で
の
よ
納
が
主
に
な

っ
た
と
み
な
せ
る
が
、
こ
れ
は
銀

舗
が
こ
の
種
の
献
納
で
は
基
本
で

械
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ハリよ
一
方
、
諸
物
品
や
賃
金
の
支
払

脱
い
で
は
丹
銭
麗
の
も
の
が
多
く
な

問
っ
て
い
る
。
表
誌
の
よ
う
で
あ
る
o

m
紙
、
語
、
釘
な
ど
物
品
代
、
在
宮

山
川
や
石
工
の
費
金
支
払
で
あ
る
が
、

手い
山
銀
貸
よ
り
も
新
貨
の
方
の
支
払
い

刑
判げ
が
多
い
。
左
官
、
五
工
な
ど
の
職

綴制
人
資
金
は
い
ず
れ
も
新
貨
で
の
支

陥
払
い
に
な
っ
て
い
る
。

品口市
賃
金
支
払
い
が
円
単
位
で
行
わ

波
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
七
一
一
一
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(明治5年11月)

就労人数
3雪 金

3良 内

明治 6 年 1 月 3 El ~1 月 10 日 大工 299人 n雪282匁8分5康
大 l 河口臼~1 月 23日 231人 3]雪303匁3分

1 月 23 日 ~2 月 2 日 248人 H雪552匁I分2底

ヱ 2 月 3 日 ~7 月 24 日 2，488人 475円23銭6墜

11月 18 El~7年10月8日 3，475人 604円72銭5康

5 年1lJヨ 2 El ~6 年 2 月 10 日 95人 1貿428匁9分1康
木 6 年 2 月 11 日 ~2 月 19 日 17人 214匁7分9康

2 月 22 日 ~3 月 l 臼 31人 464匁8分8康

挽 3 月 2 日 ~6 月初日 472人 94円4銭7箆

12月 26 El ~12月 29 日 3人 67銭7康
石 明治 6 年 1 月 22 日 ~7f:l1日 1，355人 269円83銭4麗エ

差j般11 
明治 6 年 2 月 21 日 ~2 月 24 日 14綬運賃 204匁

6年7月19日 9綬 N 315匁

明治6年2f:l2 7 臼 ~3 月 4 日 54駿 1質108匁

諮職人着到i援言受14

後
半
以
降
で
あ
る
。
職
人
へ
の
賃
金
支
払
い
を
記
し
て
い
る

職
人
着
到
帳
」
を
ま
と
め
れ
ば
、
表

M
の
よ
う
で
あ
る
。

大
工
、
木
挽
、

川
船
差
の
賃
金
で
あ
る
が
、

一
月
初
句
ま
で
は
い
ず
れ
も
銀
舗
で
の
支
払
い
で
あ
る
。
大
工

八
七

に
つ
い
て
み
れ
ば
七
三
年
二
月
二
百
ま
で
は
銀
支
出
で
あ
る
。
こ

れ
i;5王

月
一
一
一
日
か
ら
七
月

十
四
日
ま
で

一
四
八
八
人
の
舞
金
と

し
て
四
七
五
円

一一

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
七
三
年
七
丹

一
十
四
日
以
後
の
支
払
い
な
の
で
、
七
月
末
以
降
は
新
貨
で
の
支

払
に
な
っ
て
い
る
。
木
挽
に
つ
い
て
は
、
一
二
丹
一
日
ま
で
は
銀
価

に
よ
る
支
払
い
で
あ
る
が
、
一
一
一
月
二
巳
か
ら
六
月

十
日
ま
で
は

円
価
で
の
賃
金
支
出
に
な
っ
て
い
る
。

方
、
石
工
の
場
合
一
月

二
十
二
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
の
賃
金
も
円
舗
で
計
上
さ
れ
て
い

注， í~者機人務部隊j より作成。

る
。
川
船
涯
は
三
月
四
日
ま
で
な
の
で
銀
支
出
で
あ
る
。

職
人
賃
金
は
七

年
七
月
以
脇
陣
は
円
建
で
の
支
払
い
に
な
っ
て

い
る
が
、
諸
物
品
代
の
支
払
い
で
は
、
七
一
二
年
十

月
も
銀
と
円

銭
鹿
で
仔
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
七
一
二
年
後
半
期
は
円
建

が
進
行
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
ま
だ
銀
貨
が
支
払
手
段
と
し
て
の
役

割
、
を
帯
び
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
と
み
れ
る
。

造
営
費
用
は
、
新
貨
と
藩
札
の
交
換
以
前
に
徴
収
さ
れ
、
石
掛
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銀
と
し
て
集
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
銀
舗
格
で
あ
る
が
、
諸
支
出
で
は
交
換
後
な
の
で
新
貨
単
位
が
基
本
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
職
人
賃
金

は
棟
梁
や
親
方
に

が
新
貨
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、

括
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
貨
で
の
支
払
い
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
職
人
へ
の
実
際
の
支
払
い

一
括
支
払
い
が
新
貨
で
あ
る
こ
と
は
、
新
貨
体
制
が
こ
の
間
で
も
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る。

の
新
貸
出
単
位
へ
の
切
り
換
え
も
進
め
ら
れ
る
。
一
括
支
払
い
は
そ
の
作
用
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
す
。
新
貨
体

制
へ
の
転
換
は
、
こ
の
よ
う
な
形
態
で
進
ん
で
い
た
と
解
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
よ
か
ら
の
進
展
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

明治初期の語審札2整理と新食体制確立期についての一考察

注
(
1
)

「
永
代
御
貸
約
簿
」
明
治
五
年
。

(
2
)

「
仮
金
銀
出
納
根
」
明
治
五
年
。

(
3
)

「
為
拝
金
現
金
約
」
明
治
七
年
。

(
4
)

「
間
金
誇
払
目
安
」
明
治
七
年
。

(
5
)

「
同
町
庫
金
銀
出
納
総
計
目
安
」
明
、
治
六
年
。

(
6
)

蓮
池
落
は
表
高
五
万
二
六

O
O石
余
、
地
米
商
二
万
一

O
一
七
石
二
斗
一
一
一
升
間
合
(
「
大
小
配
分
石
高
綬
」
)
で
、
神
埼
、
佐
賀
、
杵
島
、
松
浦
、

一
勝
油
開
の
五
郡
内
に
領
地
が
あ
っ
た
。
蓮
池
鍋
島
家
は
藩
創
立
以
来
連
池
縫
領
を
領
有
し
て
い
た
。

(
7
)

「
申
五
月
東
佼
向
目
安
」
0

(
8
)

「
東
京
仕
向
目
安
」
明
治
去
年
。

(
9
)

「
金
銀
拝
借
綴
」
明
治
五
年
申
十
月
改
。

(
叩
)
「
諮
代
金
受
取
誌
文
」
(
仮
題
)
。

(
ロ
)
向
。

(
ロ
)
問
。

(
お
)
向
。

(
日
比
)
問
。

(
日
)
白
石
鍋
島
家
は
佐
賀
落
初
代
議
、
王
線
島
勝
淡
の
八
回
刀
磁
弘
に
由
来
し
、
池
米
商
九

O
O五
お
六
斗
八
升
一
ム
口
(
「
大
小
配
分
石
高
綴
」
)
で
、
幾

父
、
一
一
一
根
、
神
埼
、
佐
姦
の
各
都
内
に
所
相
閣
安
有
し
た
。

(
日
)
「
御
山
方
」
は
幕
末
期
に
は
嫡
漆
興
業
の
役
方
と
し
て
運
用
さ
れ
た
。
久
米
邦
武
「
鍛
鳥
複
立
公
伝
い
(
大
疋
九
年
)
第
四
一
繍
二
八
八
、
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i
六
八
一
奥
参
照
。

(
口
)
弥
柑
曲
家
に
つ
い
て
は
、
小
宮
膝
之
「
幾
村
政
策
の
基
調
と
展
開
」
(
藤
野
保
…
締
法
祝
佐
賀
務
の
綜
合
研
究
い
古
川
弘
文
館

会
京
協
…
。

(
お
)
武
仰
曲
家
は
幕
末
期
に
佐
賀
務
制
御
用
途
を
勤
め
、
と
り
わ
け
石
炭
、
米
な
ど
の
海
上
運
輸
に
従
講
し
、
佼
潔
落
の
代
口
開
方
の
活
躍
の

た。

(
川
口
)
鍋
島
政
正
の
葬
儀
が
東
京
で
行
わ
れ
、
麻
布
に
壊
葬
さ
れ
た
た
め
、
佐
賀
で
の
分
葬
と
な
り
、
佐
賀
の
松
原
神
社
に
鍋
烏
直
圧
を
料
る
社
殿
を

建
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
久
米
邦
武
、
前
掲
数
回
第
六
編
双
九
四

i
六
二
四
官
民
参
照
。

九
八
六
年
所
収
)

端
を
担
つ

娯
楽
興
業
木
戸
銭
史
料
上
の
検
討

佐
賀
本
藩
旧
城
下
町
に
お
い
て
は
、
廃
藩
置
県
後
に
滞
瑠
璃
、
人
形
芝
居
、
歌
舞
妓
芝
居
、
祭
文
、
芝
居
な
ど
の
各
種
の
興
業
が
行

5 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
八
七
五
年
で
は
、
こ
れ
ら
興
業
家
屋
の
賃
貸
金
や
入
場
金
は
す
べ
て
円
銭
盟
単
位
に
な
っ
て
お
り
、
庶

畏
の
生
活
も
新
貨
体
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

興
業
場
の
貸
借
契
約
書
で
は
、
次
の
よ
う

れ
て
い
る
。

吋

H
U
-一コロ

紺
屋
町
噌
寄
場
晴
天
一

回
金
壱
円
五
捨
銭
ニ
シ
テ
費
シ
矯
リ
相
違
無
之
候
、
の
テ
一
札
如
件

明
治
八
年
七
月
十
三
日

I号第
大一
小大
R: G王
寺一
町小
田{主飛語

中 EE
作年
年I
市門

黒黒
EP EP 

と
寄
場
の
貸
借
証
が
作
成
さ
れ
た
折
の
貸
借
料
は
円
建
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
入
場
金
に
つ
い
て
、

木
戸
銭

本
中L

壱
枚
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金
田
銭

一人、
1
2
M

一
川
日
ふ
↑

壱
枚

二
銭
以
上

と
あ
り
、
銭
単
位
に
な
っ
て
い
る
。

明治初期の落札整理と新貨体制確立販についての一考祭

諸
興
業
願
の
中
の
害
状
の
一
例
で
あ
る
が
、
他
の
も
の
も
す
べ
て
新
貨
単
位
で
記
さ
れ
て
い
る
。
入
場
金
が
銭
盟
単
位
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
新
貨
体
制
が
庶
民
生
活
の
中
に
も
確
定
し
て
き
で
い
る
の
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
(
1
(
2
 

「
誇
興
業
譲
類
」
明
治
八
年
六
月
以
降
。

向。

(二)

間
唐
津
藩
領
域
に
つ
い
て

間
庄
屋
文
欝
上
の
検
討

出
府
津
藩
は
銭
札
を
発
行
し
て
い
た
。
こ
の
銭
札
が
日
常
生
活
で
ど
の
程
度
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
か
は
、
今
の
所
照
明
ら
か
で
な
い
が
、

庶
畏
生
活
で
藩
札
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
唐
津
藩
相
知
村
正
躍
の
記
録
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

唐
津
藩
は
譜
代
藩
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
佐
賀
藩
な
ど
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
唐
津
藩
領
は
銭
札
で
あ
っ
た
が
、
近
隣
の
外

様
大
名
領
が
銀
札
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
つ
の
特
徴
を
な
し
て
い
た
。
銭
札
が
用
い
ら
れ
た
要
因
は
、
目
下
の

所
明
ら
か
で
な
い
が
、
銭
貨
が
庶
民
生
活
で
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
職
人
手
間
賃
や
各
撞
経
費
史
料
か
ら
窺
え
る
。
銀
建
で
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
政
時
の
銀
目
廃
止
政
策
に
も
大
し
た
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
旧
唐
津
藩
領
域

の
新
貨
体
制
へ
の
転
換
を
み
て
お
こ
う
。
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一
八
七

O
年
十
一
一
月
で
の
小
払
帳
の
内
答
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
(
ぶ
。

192 

外
省
衛
門

(一)

銭
弐
百
八
十
八
文

此
札
四
匁

(二)

八

兵

衛

八
月
廿
六
日

午
反
九
月
四
日

間
断
九
月
十
三
日

午
辰

〆
壱
賞
五
吉
田
十
弐
文

銭
七
百
弐
文

一
円
一
二
百
六
文十
弐
文

山
札
廿
壱
匁

銭
価
格
で
記
さ
れ
て
お
り
、
「
此
札
四
匁
」
と
あ
る
よ
う
に
藩
札
で
の
支
払
い
で
あ
る
。
ま
だ
明
治
一
一

の
折
に
は
幕
穫
期
の
貨
幣
単

位
で
あ
る
こ
と
が
出
て
い
る
。

一
八
六
九
年
の
銀
目
麗
止
に
よ
っ
て
、
銀
貨
閣
は
混
乱
を
生
じ
た
が
、
膚
津
藩
は
銭
貨
が
基
本
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

影
響
は
受
け
な
か
っ
た
と
み
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
新
貨
体
制
へ
の
転
換
も
旧
佐
賀
藩
領
域
よ
り
も
早
く
進
め
ら
れ
る
状
、
況
に
あ

一
月
に
は
す
で
に
新
貨
単
位
で
の
計
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
相
知
村
佳
患
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
に

あ(つ
る2た
。と

み
れ
る

明
治
/¥ 

年

上
弁
手

弁
須
総
繕
壱
ヶ
所

上
平
野
村

自
民
間
関
閥

横
三
間

此
人
足
五
拾
人



中
井
手

一
同
事
ヶ
所

長
五
問

機
一
一
間

(
中
略
)
右
井
須
弐
ヶ
所

此
人
足
一
一
一
十
七
人

此
金
五
円
五
拾
五
銭

十但
五壱
銭人

付

明治初期の落札整理と新貨体制確立期についての一考察

用
水
清
淡
弐
ヶ
所

此
人
足
六
拾
弐
人

此
金
九
円
一
二
拾
銭

但
問
新

井
樋
修
理
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
が
、
「
一
人
ニ
付
十
五
銭
」
と
あ
る
よ
う
に
、
基
準
単
位
が
新
貨
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
こ
月

と
す
れ
ば
、
田
佐
賀
蕃
領
域
に
比
べ
て
新
貨
単
症
に
な
っ
て
い
る
の
が
早
い
。
草
炭
関
係
の
記
録
で
も
明
治
六
年
二
月
に
は
新
貨
単
位

で
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

切
貨
銭
五
百
四
十
四
文

永{箆永{旦
五百六百
文斤十斤
ニJ¥ニ
付文付

柱
木間
銭
七
十
文

石室中
炭芸略
拾2)
J¥用
万土
五2
千~
五
百
斤
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此
代
金
一
二
百
八
拾
九
円
五
拾
五
銭

194 

八
万
五
五

O
O斤
の
代
金
が
三
八
九
円
五
五
銭
と
書
か
れ
て
い
る
。
新
貨
単
位
で
の
代
金
算
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

留
意
す
べ
き
は
切
賃
や
柱
木
の
費
用
が
出
藩
期
の
了
銭
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
一
般
的
に
は

γ銭
が
ま
だ
基
本
で
あ
る
こ
と

お
炭

を
窺
せ
る
内
容
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
六
年
ニ
月
に
は
新
貨
体
制
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
と
み
れ
る
。
過
渡
期
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
次
の
史
料
に
は
、

そ
れ
が
出
て
い
る
。

唐
津
藷
は
殖
産
資
金
と
し
て
藷
札
を
用
い
た
。
藩
札
を
貸
付
け
て
産
業
を
按
興
し
、
産
物
を
藩
に
集
中
す
る
仕
組
を
と
っ
た
が
、

れ
に
関
す
る
資
金
の
返
納
を
め
ぐ
っ
て
の
史
料
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
記
。

そ

右
之
内

切
符

貫
九
百
六
拾
七
匁
壱
分
八
鹿

(
中
略
)

〆
切
符
八
百
九
貫
九
百
五
拾
一
一
一
匁
九
分
一
一
一
窟

代
金
六
千
七
百
四
拾
九
円
六
拾
壱
銭
六
腫

ヲ|

残
金
壱
万
七
千
七
拾
三
円
八
拾
五
銭
壱
厘
一
一
一
毛

zvu 

e

作
u
y

内

金
弐
千
五
百
再

当
節
現
金
剛
別
納
可
申
上
候

問
壱
万
弐
千
両

右
者
拾
五
ヶ
年
斌
-
一
〆
若
ヶ
年
金
八
百
両
間
断
返
納
可
申
上
候



間
五
百
三
拾
七
円
四
拾
七
銭

(
後
略
)

切
符
と
あ
る
の
は
藩
札
で
あ
る
が
、
こ
の
議
札
額
に
対
す
る
新
貨
額
が
算
定
さ
れ
て
い
る
。
「
謹
引
」
の
部
分
で
は
、
残
金
が
円
銭
麗

で
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
上
納
分
の
一
部
は
両
で
蓄
一
か
れ
て
い
る
。
金
一
両
が
一
円
で
あ
っ
た
の
で
、
一
向
と
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

唐
津
田
紙
方
御
貸
附
金
返
納
振
一
再
願
之
事

明治初期の滋札務理と新主主体制確立期についての一考察

元
唐
津
紙
仕
組
ニ
付
而
御
旧
藩
占
従
前
借
貸
附
金
返
納
調
書
詳
細
申
上
候
様
被
保
遥
奉
畏
候
、
右
御
貸
附
金
之
犠
諸
仕
組
営
業
多
年

御
貸
居
銀
ニ
而
数
百
名
一
一
棺
跨
其
内
ニ
保
死
亡
潰
切
等
多
分
有
之
候
条
、
御
退
納
振
別
紙
自
安
審
之
通
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
、

何
卒
願
之
通
御
関
段
被
成
下
度
深
重
奉
願
上
張
、
以
上

酉
三
月

紙
方
銃
一
元

前
田
虎
之
助

糸発松
山尾

文貞

平吾

佐
賀
参
事
石
井
邦
猷
殿

貞
継
殿

問
権
参
事
笠

自

安

切
符
八
百
七
拾
九
貫
六
百
拾
弐
匁
五
分

右
者
権
代
紙
漉
貨
ニ

去
二
ル
暮
前
貸
附
相
成
候
分

(
中
略
)

〆
切
符
弐
氏
八
百
五
拾
八
貫
八
百
拾
九
匁
六
分
八
麗
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此
金
弐
万
一
一
一
千
八
百
弐
拾
三
円
四
拾
九
銭
七
厘
三
毛

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
両
、

匁
な
ど
の
旧
費
単
位
が
適
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

よ
う
な
記
述
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
の
で
、
転
換
期
の
事
態
を
現
わ
す
も
の
と
し
て
受
け
取
れ
よ
う
。

一
八
七
四
年
に
お
い
て
も
出
藩
期
の
貨
幣
単
位
で
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
戸
長
、
副
戸
長
な
ど
の
給
与
や
営
繕
関
係
費
の
書
き

上
げ
に
現
わ
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
〈
れ
。

半
年
分

一
米
拾
弐
石
六
斗
四
升
間
合

関門断

一
間
七
石
玉
斗

一一一挙分

一
弐
石
八
升
九
合

〆
米
廿
弐
石
弐
斗
二
升
一
ニ
合

代
九
貫
七
百
サ
六
匁
九
分
四
毛

一
金
九
円
十
壱
銭
五
腫

開
壱
円
四
十
一
銭
九
麗
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一
八
七
五
年
以
降
に
は
、
こ
の

副
戸
長
給
費

手
代
給

戸
長
給

依
筒

二
分
五
麗

県
庁
営
繕
事
替
口
扱
所
入
費

廿
九
大
区
小
使
弁
相
知
陸
運
会
社
状
持
費

〆
金
十
円
五
十
四
銭
四
麗

此
札
壱
貫
弐
吉
六
十
五
匁
六
分
八
麗

戸
長
、
副
戸
長
、
手
代
の
給
与
は
米
で
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
総
計
し
た
も
の
を
銭
価
格
に
換
算
し
て
い
る
。
ま
た
察
庁
営
繕

費
や
陸
連
会
社
へ
の
支
払
い
は
新
貨
単
位
で
記
さ
れ
て
い
る
の
を
総
計
に
お
い
て
は
銭
札
髄
格
に
こ
れ
を
換
算
し
て
い
る
。
銭
札
が
価

値
尺
度
の
役
割
を
ま
だ
演
じ
て
い
る
状
態
と
も
と
れ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
同
じ
く
七
四
年
の
震
租
関
係
の
も
の
に

も
み
ら
れ
る
。
次
の
よ
う
な
の
が
あ
(
ぶ
。

嘉
左
衛
門
祖



取
分

石
代
過

一
金
六
十
八
銭
三
厘

一
岡
田
銭
八
麗

一
向
八
円
廿
一
銭
閤
麗

(
中
略
)
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一
関
廿
ム
ハ
銭
六
鹿

〆
金
十
一
円
九
十
四
銭
ニ
盟

継
方
過
札
一
一
一
十
弐
匁

六
ヶ
年
賦
過

一
札
拾
先
弐
分
五
厘

一
間
五
十
三
匁
七
分
間
麗

(
中
略
)

一
間
五
匁
三
分
間
厘

〆

一
匁
三
分
四
康

今
札
一
一
一
百
六
十
五
匁
六
分
七
厘

此
金
一
一
一
円
四
銭
七
厘

〆
金
十
四
円
九
十
八
銭
九
腫

久

作

金

四

郎

次
左
衛
門

好

助

麗

好

助

又

兵

衛
平

字

次

部
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石
代
納
や
紙
方
納
金
及
び
六
ヶ
年
賦
で
支
払
い
す
ぎ
の
分
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
石
代
納
は
す
べ
て
新
貨
単
位
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
紙
方
分
で
は
銭
札
単
位
、
ム
ハ
ヶ
年
賦
分
も
開
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
銭
札
の
総
額
を
新
貨
に
換
算
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
し
て
、
ま
だ
銭
札
勘
定
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

旧
唐
津
藩
領
域
に
お
い
て
も
、
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
以
後
に
価
格
単
位
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
旧
佐
賀
本
支

藩
領
域
と
異
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
新
貨
と
薄
札
の
交
換
以
前
に
円
単
位
で
の
費
目
計
算
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
。
佐
賀
藩
領
域
よ

り
も
新
貨
体
制
へ
の
転
換
が
早
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
旧
唐
津
藩
領
域
で
も
新
貨
と
藩
札
の
交
換
が
新
貨
体
制
へ
の
転
換
で
は

決
定
的
で
あ
っ
た
。
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日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
旧
麿
津
藩
領
域
に
お
い
て
も
七
四
年
時
に
も
幕
藩
期
の
価
格
が
残
っ
て
い
た
。
日
常
慣
行
の
新
し
い
価
値

体
系
へ
の
転
換
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
新
貨
幣
の
供
給
が
増
え
る
と
、
こ
れ
も
変
化
し
て
ゆ
く
、
七
五
年
の
押
印
札

の
回
収
な
ど
が
そ
れ
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。

注

(
1
)
(2) 

(3) 

(
4
)
 

(5) 

(6) 

(7) 
「
午
募
小
払
帳
」
明
治
三
年
(
佐
賀
県
東
松
浦
郡
相
知
町
立
図
番
館
蔵
、
以
下
の
史
料
は
同
銀
蔵
)
。

「
笑
留
年
普
請
取
調
根
帳
」
明
治
六
年
一
一
月
。

「
石
炭
坑
調
繋
上
」
明
治
六
年
笑
酒
一
一
月
。

「
唐
津
間
紙
方
御
黛
附
金
返
納
再
願
之
方
」
。

向。「一
戸
部
長
給
制
焚
其
外
分
課
帳
い
明
治
七
年
。

「
答
〈
菌
公
租
石
代
紙
ガ
過
不
足
差
引
い
明
治
七
年
九
月
。



輔」幽鍾

ノ、

む
す
び
に
か
え
て
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押
印
札
の
新
貨
と
の
交
換
の
状
況
と
新
貨
体
制
確
立
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

押
印
札
は
一
一
鹿
以
上
五
銭
未
満
の
小
額
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
鋳
造
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

押
印
額
で
流
通
し
て
い
た
。
こ
の
押
印
札
が
新
貨
と
交
換
さ
れ
た
こ
と
は
、
名
実
と
も
に
新
貨
体
制
が
整
っ
た
こ
と
を
示
す
。
出
佐
賀

藩
領
で
は
九
六
七
万
枚
余
り
の
押
印
札
が
回
収
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
藩
札
が
佐
賀
藩
で
は
基
軸
通
貨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
さ
し
く

貨
幣
制
度
と
し
て
は
劃
期
的
な
転
換
で
あ
っ
た
。

藩
札
は
押
印
札
の
回
収
に
よ
っ
て
基
本
的
に
は
流
通
し
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
新
貨
が
価
値
尺
度
と
し
て
確
定
し
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。

藩
札
が
基
本
で
あ
っ
た
旧
佐
賀
潜
領
域
は
、
藩
札
が
新
貨
と
交
換
さ
れ
、
新
貨
が
貨
幣
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

ま
さ
し
く
統
一
政
権
に
実
質
的
に
も
包
摂
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
幕
藩
期
に
は
、
幕
府
貨
幣
が
流
通
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
基
本

で
な
く
て
、
議
札
が
む
し
ろ
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
貨
幣
の
面
で
は
統
一
体
制
と
は
異
な
る
作
用
を
果
た
し
て
い
た
。
貨
幣
に
よ
る

割
拠
制
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
藩
札
が
回
収
さ
れ
、
新
貨
が
基
本
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
統
一
体
制
へ
の
包
摂
で
あ
る
。
藩

札
の
役
割
が
強
か
っ
た
地
域
で
は
画
期
的
な
変
化
で
あ
っ
た
。

藩
札
の
回
収
と
新
貨
の
流
通
は
、
新
貨
が
髄
儲
尺
度
と
な
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
円
、
銭
、
鹿
が
価
傭
尺
度
と
し
て
確
定
す
る
状
況
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
出
佐
賀
蕃
領
や
謄
津
藩
鎮
で
も
新
貨
単
位
で
価
格
が
設
定
さ
れ
る
の
は
い
ず
れ
も
審
札
の
四
収
が
な
さ
れ
た
以
後

で
あ
る
。
こ
れ
は
新
貨
発
行
が
整
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
新
貫
流
通
が
藩
札
の
交
換
や
買
い
上
げ
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
を

示
す
。新
貨
体
制
へ
の
転
換
で
は
閉
鎖
主
題
や
商
人
層
が
早
か
っ
た
。
佐
賀
以
外
と
の
対
誌
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地
域
社
会
の
日
常
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生
活
に
お
い
て
は
、
出
貨
幣
価
格
が
使
わ
れ
、
ま
だ
価
笹
尺
度
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
日
常
生
活
で
は
由
来
の
貨
幣
単
位

が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
明
治
八
年
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
明
治
六
年
四
月
か
ら
明
治

七
年
末
ご
ろ
ま
で
が
転
換
期
で
あ
っ
た
。
大
福
艇
な
ど
で
は
、
田
価
格
表
示
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
新
貨
に
換
算
し
て
い
る
こ
と
は
、
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新
黛
が
錨
値
尺
度
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
換
算
も
明
治
八
年
の
鰻
簿
な
ど
に
は
あ
ま

り
み
ら
れ
や
す
、
円
単
位
で
の
記
帳
と
な
る
。
こ
れ
も
藩
札
屈
収
後
の
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
々
の
意
識
も
藩
札
を
新
貨
と
交
換
し

た
こ
と
に
，
よ
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
と
み
れ
る
。

諸
物
品
の
価
格
が
新
食
で
表
示
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
職
人
な
ど
の
賃
金
も
新
貨
単
位
に
転
換
し
て
ゆ
く
。
新
貨
し
か
流
通
し
な
く
な

っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
人
々
の
意
識
の
転
換
は
、
統
一
政
権
の
存
在
を
明
確
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
幣
制
改
革
は

中
央
政
府
の
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ
っ
た
が
、
佐
賀
地
域
に
お
い
て
は
、
明
治
七
、
八
年
ご
ろ
に
ほ
ぼ
確
定
し
た
と
み
れ
る
。
地
租
改

正
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
新
貨
体
制
の
確
立
は
震
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。


